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１月11日、新年恒例の山鹿市消防団出初め式が開催されました。
カルチャースポーツセンターでの式には団員ら約1400人が参加。
その後山鹿大橋下流の菊池川河川敷に移り消防積載車約80台によ
る一斉放水があり、菊池川に美しい水のアーチが掛かると観客か
らは一斉に歓声が上がりました。（10ページに関連記事）



①平成20年中に中途退職した給与所得者で、源泉徴収税を
納め過ぎになっている人
②各種所得控除・税額控除を追加する人
期間u２月２日B～13日F ９：00～16：00

（土日祝祭日を除く）
会場u市役所３階第１会議室および各総合支所税務班

※還付申告は、各申告会場でもできますが、混雑します
ので、上記の期間をご利用ください。

①地方公共団体への寄附金税制の見直し(ふるさと納税)
都道府県や市区町村などの地方公共団体に5,000円を
超える寄附をした場合、申告により個人住民税の控除
（ + ）を受けることができます。
基本控除u(寄附金額－5,000円)×10％(住民税の税率)
特別控除u(寄附金額－5,000円)×

(90％－寄附者の所得税の税率)
※対象となる寄附金額の上限は総所得金額の30％まで
※ の特別控除の上限は住民税所得割額の10％まで

②都道府県共同募金等に対する寄附金税制の見直し
住所地の都道府県共同募金会などに対し5,000円を超
える寄附をした場合、申告により個人住民税の税額控
除を受けることができます。
控除額u(寄附金額－5,000円)×10％(住民税の税率)
※対象となる寄附金額の上限は総所得金額の30％まで

③住民税の住宅ローン控除
税源移譲により所得税が減額となり、控除できる住宅
ローン控除額が減ることがあります。平成18年末まで　
に入居し、所得税の住宅ローン控除を受けている人で、
所得税から控除仕切れなかった額がある場合は、申告
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今年も市・県民税と所得税の申告時期が近づきました。
もし、申告を忘れてしまうと、各種証明書の交付を受け
ることができなかったり、国民健康保険税（後期高齢者
医療保険料）の軽減措置が受けられなくなることがあり
ます。必ず期限内に申告しましょう。分からない点があ
りましたら、気軽におたずねください。

…山鹿税務署　144‐2181
または、市役所・税務課市民税係　143‐1120

鹿北総合支所・税務班　　132‐3111
菊鹿総合支所・税務班　　148‐3111
鹿本総合支所・税務班　　146‐3111
鹿央総合支所・税務班　　136‐3112

問合せ

B B

申告会場u確定申告センター（ＪＡかもと会館内）
申告期間u２月16日B～３月16日Bまで

（土曜・日曜を除く）
相談時間u９：00～16：00まで

平成21年１月１日現在山鹿市にお
住まいですか？（でしたか？）

その収入は、給与収入の
みで、勤務先から市役所
への給与支払報告書の提
出が済んでいる人

その収入が、事業(営業・
農業）や不動産である人

平成20年中は山鹿市在住のご家族
の扶養（税務上）に入っていまし
たか？

平成20年中に何らかの収入があり
ましたか？

その収入が、遺族年金や障
害者年金などの非課税とな
る収入である人（※注）

申告は不要です

山鹿市での申告は不要です
※1月1日にお住まい（だった）の市町村にご
相談下さい

原則申告は不要ですが次に該当される人は申告が
必要です
・各種の所得控除を追加する人
・２か所以上からの給与の支払いを受けた人や20
年度の途中で退職された方で年末調整がまだの人
※税務署で確定申告を済ませた人は住民税（市県
民税）の申告は不要です

住民税（市県民税）の
申告が必要です
※税務署で確定申告を
済ませた人は不要です

収入が公的年金のみで、収入額
が158万円以下の65歳以上の人
（65歳未満の人は98万円以下）
※年齢判定基準日は
平成20年12月31日

・国民健康保険被保険
者の人は軽減判定のた
め申告が必要です
・所得証明書などが必
要な人は申告が必要で
す

・国民健康保険被保険者の人は軽減判定のた
め申告が必要です
・所得証明などが必要な人は申告が必要です

B （このチャートはあくまでも目安です。詳しくはお問い合せ下さい）

B

平成21年10月から、その年の４月１日において65歳以上の
公的年金受給者（その年度分の支給額が年額18万円以上の
老齢基礎年金又は老齢年金、退職年金等を同日において受
給している方）で、その年度の個人住民税（市民税・県民
税）の納税義務がある方については、公的年金等に係る所
得に対する個人住民税が、年６回の年金支給のつど、公的
年金から特別徴収（天引き）されます。
厚生年金、共済年金などの公的年金等に係る所得額に応じ
た税額が対象ですが、特別徴収（天引き）されるのは老齢
基礎年金又は老齢年金、退職年金等のみです。（対象とな

る方以外の公的年金等に係る所得に対する個人住民税の納
税方法は、普通徴収となります。）
この個人住民税の公的年金からの特別徴収は、個人住民税
の納税方法を変更するものであり、これにより新たな税負
担は生じません。
特別徴収される公的年金の種類及び徴収される税額等は、
その年の６月に市から送付する税額決定通知書によってお
知らせします。
なお、特別徴収が始まる年度の前半（６月、８月）につい
ては普通徴収となります。

をすることにより、翌年度の住民税（所得割）から控
除できます。
※該当する人は、毎年申告が必要です。
※今年の申告期限は、３月16日bまでです。
④個人の減価償却制度について
平成19年４月１日以後に取得した減価償却資産につい
ては、償却可能限度額と残存価額が廃止され１円まで
償却することとされました。
また、平成19年３月31日以前に取得した減価償却資産
について、償却累積額が償却可能限度額に達している
場合、１円まで償却することとされました。（平成20
年分以降適用）

①市役所から送付された住民税の申告書、または、税務
署から送付された確定申告書をお持ちの人は、その申
告書を必ず記入し、印鑑と一緒に持参ください。
②公的年金・給与所得などのある人は、源泉徴収票。
③医療費控除を受ける人は、支払った医療費の領収書、
明細書、保険などで補てんされる金額の明細書。おむ
つ代は、医師の証明書が必要です。（２年目からは市
町村長の証明書で可）
④国民健康保険税・後期高齢者医療保険料・国民年金・
農業者年金などの社会保険料控除のある人は、保険料
の領収書か払込証明書が必要です。
⑤生命保険料控除や地震保険料控除のある人は、支払保
険料の証明書。
⑥住宅借入金（取得）等特別控除を受ける人は、登記簿
謄本または抄本、住民票の写し、売買契約書の写し、
または工事請負契約書の写し、住宅取得資金に係る借
入金の年末残高証明書。

①申告には所得者本人が来てください。
②事業所得のある人は、収支決算書（収支内訳書）を作　
成し、ご持参ください。
※収支内訳書の作成がない場合は、その場で自書によ
る作成を行っていただきます。受付順が替わる場合
がありますのでご了承ください。

③日雇賃金、地代家賃、その他すべての所得を正確に調　
べて来てください。

（※注）平成19年分が非課税所得のみの人については、先
に申告書を送付しています。平成20年分についても同じ
非課税所得に該当する人は、申告書に必要事項を記入の
上、市役所へ返送、または直接持参してください。



平成20年（第５回）市議会12月定例会は、11月27日に開会し、12月12日までの16日間の日程で開かれまし
た。今議会では、条例、予算など議案42件（専決１件、条例12件、予算５件、その他24件）、報告４件、請願
２件、陳情１件を審議。さらに議案１件、議員提出議案５件、意見書案２件が追加上程され審議されました。
その結果は次のとおりです。

■議案第82号　専決処分の承認を求めることについて（平成20年度
山鹿市農業集落排水事業特別会計補正予算（第１号））

…承認
■議案第83号　山鹿市認可地縁団体の印鑑の登録及び証明に関する

条例及び公益法人等への山鹿市職員の派遣等に関す
る条例の一部を改正する条例　　　　　　　…可決

■議案第84号　山鹿市犯罪のない安全なまちづくり条例　　…可決
■議案第85号　山鹿市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第86号　地方自治法の一部を改正する法律の施行に伴う関係

条例の整備に関する条例　　　　　　　　　…可決
■議案第87号　山鹿市市民会館条例を廃止する条例　　　　…可決
■議案第88号　山鹿市税特別措置条例の一部を改正する条例…可決
■議案第89号　山鹿市養護老人ホーム条例を廃止する条例　…可決
■議案第90号　山鹿市景観条例　　　　　　　　　　　　　…可決
■議案第91号　山鹿市簡易水道事業給水条例の一部を改正する条例

…可決
■議案第92号　山鹿市水道事業給水条例の一部を改正する条例

…可決
■議案第93号　山鹿市社会体育施設条例の一部を改正する条例　

…可決
■議案第94号　山鹿市監査委員条例の一部を改正する条例　…可決
■議案第95号　平成２０年度山鹿市一般会計補正予算（第４号）

…可決
■議案第96号　平成２０年度山鹿市国民健康保険事業特別会計補

正予算（第３号） …可決
■議案第97号　平成２０年度山鹿市老人保健事業特別会計補正予算

（第３号） …可決
■議案第98号　平成２０年度山鹿市介護保険事業特別会計補正予算

（第２号） …可決
■議案第99号　平成２０年度山鹿市・植木町介護認定審査事業特別

会計補正予算（第１号） …可決
■議案第100号　財産の処分について　　　　　　　　　 …可決
■議案第101号　財産の譲渡について　　　　　　　　　 …可決
■議案第102号　公の施設の指定管理者の指定の変更について（山

鹿市市民会館） …可決
■議案第103号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市幸

の国健康温泉館「ゆ～かむ」等） …可決
■議案第104号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市山

村・都市交流施設　たかとり自然共育センター
「木馬館」） …可決

■議案第105号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市一
本松農村公園） …可決

■議案第106号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市鹿
央生産物直売所等） …可決

■議案第107号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市特
産工芸村等） …可決

■議案第108号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市水
辺プラザかもと） …可決

■議案第109号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市道
の駅小栗郷等） …可決

■議案第110号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿灯籠
民芸館） …可決

■議案第111号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市矢
谷渓谷キャンプ場（キャンプ場及びテント村））

…可決

■議案第112号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市矢
谷渓谷キャンプ場（奥矢谷渓谷きらり）） …可決

■議案第113号　公の施設の指定管理者の指定について（岳間渓谷
キャンプ場） …可決

■議案第114号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿バス
センター（待合所棟）） …可決

■議案第115号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿バス
センター（物販棟）） …可決

■議案第116号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市勤
労青少年ホーム） …可決

■議案第117号　公の施設の指定管理者の指定について（八千代座
等） …可決

■議案第118号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市民
スポーツセンター） …可決

■議案第119号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市民
プール） …可決

■議案第120号　公の施設の指定管理者の指定について（山鹿市サ
イクリングターミナル） …可決

■議案第121号　市道路線の認定について …可決
■議案第122号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて …可決
■議案第123号　人権擁護委員の推薦につき意見を求めることにつ

いて …可決

■議案第124号　山鹿市国民健康保険条例の一部を改正する条例
…可決

■報告第11号　専決処分の報告について　　　　　　　　 …受理
■報告第12号　専決処分の報告について …受理
■報告第13号　幸の国木材工業株式会社の経営状況の報告につい

て …受理
■報告第14号　株式会社菊鹿フラワーバンクの経営状況の報告に

ついて　　　　　　　　　　　　　　　　 …受理

■報告第９号　「たばこ税増税反対」に関する請願書 …受理
■報告第10号　郵政民営化法の見直しに対する意見書提出に関す

る請願書 …受理

■陳情第23号　旧同和地区における「子ども学習会」の廃止を求
める陳情書　　　　　　　　　　　　 …継続審査

■議員提出議案第３号　農業委員会委員の推薦について …可決
■議員提出議案第４号　農業委員会委員の推薦について …可決
■議員提出議案第５号 農業委員会委員の推薦について …可決
■議員提出議案第６号　農業委員会委員の推薦について …可決
■議員提出議案第７号　山鹿市議会委員会条例の一部を改正する

条例　　　　　　　　　　　　　 …可決

■意見書案第４号　郵政民営化法の見直しに関する意見書 …可決　
■意見書案第５号　ＷＴＯ農業交渉に関する意見書 …可決
＊なお、この議案書全文は、市役所ホール「情報プラザ」
に置いてあります。自由にご覧いただけます。
＊お問い合わせは議会事務局（1４３‐１６３４）
または本庁総務課法令文書係へ。（1４３‐１１１７）

B

平成21年度（平成20年分所得に対する）申告について、下記の日程で行います。
申告の際は、期日と会場を確認のうえお越しください。なお、指定の日に都合が
悪い場合は、いずれの会場でも申告できますが、会場次第ではお待たせする場合
もございますのであらかじめご了承ください。

会場

姫井・霜野・仁王堂・北谷・梅木谷・
大浦・中浦
姫井団地・一里木団地・堂米野・下米
野・上岩原・岩原・春間・郷原・岩倉
米野・水原・元広・下原・持松東・
持松西
奥永・上久野・久野・宮・下千田・
上千田・上広
平小城校区・石・杉（住申）
三玉校区・村熊入・町熊入（住申）
三岳校区（住申）
川辺校区・名塚・下吉田・日輪台（住申）
米田校区・古閑・中・日の出団地（住申）
藤井１区・２区・方保田・白石十三部・
鹿校通１丁目～４丁目（住申）
宗方（北・南）・下町・中町・上市町・
南本町・栄町・温泉通・花見坂・大宮
通・上広町・広町・九日町・日吉町・
堀明町・上町・北町・松坂町（住申）
西上町・東通町・天神町・明治町・
栗林・桜町中・桜町西・原町・泉町・
新町・温泉プラザ・大宮町（住申）
平小城校区・石・杉（確申）
三玉校区・村熊入・町熊入（確申）
三岳校区（確申）
川辺校区・名塚・下吉田・日輪台（確申）
米田校区・古閑・中・日の出団地（確申）
藤井１区・２区・方保田・白石十三部・
鹿校通１丁目～４丁目（確申）
宗方（北・南）・下町・中町・上市町・
南本町・栄町・温泉通・花見坂・大宮
通・上広町・広町・九日町・日吉町・
堀明町・上町・北町・松坂町（確申）
西上町・東通町・天神町・明治町・
栗林・桜町中・桜町西・原町・泉町・
新町・温泉プラザ・大宮町（確申）
予備日

会場月日･曜

浦方・桑原・枝川内・迫・才野・幸ヶ丘・
釘の花・細永
川原谷・山下・堂原・中間・東野・陣内・
東栗瀬・西栗瀬
下中・上中・竹の谷・男岳・柚の木谷・
中津川・底野・三楠・田渕・柏ノ木
高井川・弁天･尾谷・荒平・田中・原・
本多久・金原・入道・茂田井
麻生・皆瀬・宮迫・柿原・福原・小川内・
後川内・市木・下村・南松尾・須屋・星原
１区～５区
６区～９区
上本分・下本分・黒蛭・米原・立徳・木山
横枕・道場・大林・池田・永山・酒造野・
宮原・阿佐古
川西・島田・山の井・日渡・日渡団地・
みどり団地
下永野（１区・２区）・下組・上組・
菊鹿五郎丸
太田・川原・長谷川・長谷
辺田目・裏方・笹本・今古閑・良福寺・
新屋敷・上中町・来民中町
下中町・来民下町・大正町・南古閑
御宇田・原部・坂東
駅通・小嶋・下高橋
高橋・津袋
庄・石渕
梶屋･下梶屋・中富･川北
川南・分田・中分田・下分田・小柳
予備日
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対　象　地　区 対　象　地　区

【受付時間】午前は９：00～11：30 午後は13：00～16：00

月日･曜

2/16 B

2/17 C

2/18 D

2/19 E

2/20 F
2/23 B
2/24 C
2/25 D
2/26 E

2/27 F

3/２B

3/３C

3/４D

3/５E

3/６F

3/９B

3/10 C

3/11 D

3/12 E

3/13 F

3/16 B

2/16 B

2/17 C

2/18 D

2/19 E

2/20 F

2/23 B
2/24 C
2/25 D

2/26 E

2/27 F

3/２B

3/３C

3/４D

3/５E

3/６F

3/９B

3/10 C
3/11 D
3/12 E
3/13 F
3/16 B

注）（住申）住民税（市県民税）申告
（確申）確定申告
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★対象
①年齢35歳から74歳までの国民健康保険の被保険者
（昭和10年４月１日生～昭和50年３月31日生まで）
ただし、後期高齢者医療保険の加入者は除く。
②国民健康保険税の完納世帯
※ドック申込日・受検日に国保の資格を有する方に限ります。

★検査機関
山鹿市立病院　他（検査機関名簿は、受付時に配布します）

★検査費用
１泊２日コース：34,000円程度
１日コース　　：20,000円程度

（それぞれ自己負担分の目安です）
※検査機関によって費用が異なります。

★受付場所
本庁および各総合支所（国民健康保険係）

★募集期間
２月23日B～３月６日F ８：30～17：00

※募集期間以後は受付しませんのでご注意ください。
★募集人員
１,1００人程度

★検査期間
平成21年４月～平成21年11月

◎申込時には、必ず と が必要です。

山鹿市国保人間ドックの問い合せ先

本庁　国保年金課　国民健康保険係　143‐1527
各総合支所　市民福祉課　市民係

鹿北　132‐3111、菊鹿　148‐3111、鹿本　146‐3112、鹿央　136‐3113

▲

桃
色
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証

黄
緑
色
の
国
民
健
康
保
険

退
職
被
保
険
者
証

▲

見本 見本

特定健診とは…？
①40歳～74歳全ての方が対象です。
②年に1回、医療保険者に健診の機会が義務付けられています。
③メタボリックシンドローム（内臓脂肪型症候群）に着目した
健診内容となっています。

特定健診初年度！受診率は30％！
目標値65％に向け、健診受診にご協力ください。

平成20年度の受診者4,232人
H20年11月現在、山鹿市国民健康保険の方4,232人
に受診していただきました。

特定保健指導とは…？
なかなか続かない生活改善…。
健診直後は、「お酒を減らそう」「運動をしよう」と思っていても、
時間が経てば次第に以前と同じ生活に戻ってはいませんか？

そのような方に…

特定健診直後の特定保健指導には、
保健師・栄養士が全力でサポートします。

６か月後、実績評価が行われます。
健康状態（体重や腹囲等・生活習慣の改善状況）の確認が行われます。
健康目標を達成して、メタボを撃退しましょう！

特定保健指導の対象者

624人

特定保健指導

動機付け支援　　積極的支援
389人　　　 235人

特定保健指導以外の対象者

3608人

情報提供
（受診の必要性も含む）

受診必要　　　受診不必要

特定健診の問い合せ先

1 1

山鹿市国民健康保険（40歳～74歳）の皆さんへ
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毎年12月20日に行われる温泉復活感謝祭に、今年も多く
の市民が訪れ温泉の恵に感謝しました。
この祭りは、今から約530年前の文明５年（1473)、山鹿

の宝である温泉が突然枯れてしまいました。その時、金剛
乗寺の住職であった宥明法印

ゆうめいほういん

が薬師堂を建てて不眠不休で
祈願したところ、同年12月20日の夜中に、再び以前にも勝
るお湯がこんこんとわき出たといわれています。以来、毎
年この日を温泉復活感謝祭として法印の高徳をしのび、法
要がおこなわれています。
参拝に訪れた稲葉ヨシ子さん（大宮通）は、「子どもの頃

から山鹿温泉に入っているおかげでこんなに元気に暮らせ
ています。病院より温泉に行く方が体によかね(笑）。温泉
があることはありがたい事です」と笑顔で話していました。
この日、薬師堂前では甘酒の振る舞いのほか、さくら湯

の無料開放などでにぎわいました。

…鞠智城国営公園化推進キャンペーン2008
海流座演劇公演「故郷は遠きにありて…」

12月23日　八千代座

俳優米倉斉加年
ま さ か ね

さんが主宰する劇団「海流座」による鞠智城
をテーマにした公演があり、地元城北小の児童14人も特別出演
し、会場から大きな拍手を浴びました。
鞠智城国営公園化推進キャンペーンの最終イベントとして、

市促進期成会が企画。古代東アジアを舞台に、異国での戦に敗
れ囚われの身になった男が、日本を守るために生き抜いた物語
で、城北小の児童らは鞠智城に勉強に訪れ、ふるさとの歴史や
美しさをかみしめる地元の子どもたちの姿を熱演しました。
家でも練習して本番に臨んだ坂本麻衣子さん（木野）は、「緊
張して言葉がつまったけどうまくできました。私たちの住むま
ちがこんなに歴史ある、すばらしい所なんだと改めて思いまし
た。鞠智城についてもっと勉強します」と話していました。

▲鞠智城のモニュメントを演じる城北小の６年生

…山鹿温泉復活感謝祭　12月20日　薬師堂　

▲お風呂が大好きな山田葵衣ちゃん(３歳）もお父さんといっしょに
参拝しました

…お話の会マザーグースによる冬の夜のお話会
12月22日　広見保育園　

ボランティアのお話の会「マザーグース」のメンバー５
人が、広見保育園で冬の夜のお話会を開催し、親子づれな
ど約50人が参加しました。
指人形を使った「ぽいぽいたいそう」のオープニングで

始まり、大型絵本、布の絵本など楽しいお話や心あたたま
るお話を、みんな夢中になって聞いていました。とても寒
い夜でしたが、お母さんやお父さんのひざの上に抱っこさ
れながら、おもしろい話では笑顔がこぼれ、「ことばあそ
び」では話し手と一緒になって大きな声で答えていました。
最後には、一足早いクリスマスプレゼントが配られ、子

どもたちはプレゼントを受け取ると、みんな大喜びで満面
の笑みを浮かべていました。 ▲子どもたちは話の世界に引き込まれていました

…七福神が街を練り歩く　１月３日　下町～八千代座　

豊前街道では七福神が街を練り歩き、商店や町行く人たち
に新年早々の思いがけない「福」を届けました。
この七福神は、榊

さかき

龍盛さん(中央通り）らのグループが11年
前から県内各地で行っているもので、ぜひ山鹿でも見たいと
のリクエストに応えたものです。七福神は下町から八千代座
までの間、商店や出会う人に「福が来た福が来た○○さんに
福が来た」とお祝いしながら練り歩きました。
榊さんは「この不景気の時代だからこそ、多くの人たちに

喜んでもらい少しでも元気を与えたい。私たちもみなさんの
笑顔で元気をもらっています」と話していました。
突然の神様の訪問に「正月から縁起がいいですね。今年は

いい年になりそう」と原典子さん(下町)は笑顔で話しました。

…あいのりタクシー「鹿央キンカン号」出発セレモニー　
１月７日　鹿央ふるさと親木館（広）

▲商店の前に勢揃いした七福神

▲拍手で送り出される「鹿央キンカン号」の第１便　

…ふるさとやまが大使委嘱状交付式　
12月24日　山鹿市役所

山鹿市の魅力を全国に発信する「ふるさとやまが大使」
として、本市出身の力士・千代白鵬関『本名：柿内大樹
（上町）』に委嘱状を交付しました。
千代白鵬関は、20年11月の九州場所で9勝6敗の好成績を

上げ、今年の初場所番付では西前頭9枚目に昇進。
中嶋市長は「そのご活躍とたゆまぬ努力は素晴らしいも

のがあります。相撲をとおして青少年育成やスポーツ振興
につなげていただきたい」とあいさつをし、これに対して
千代白鵬関は、「光栄です。ふるさと山鹿のいいところを
たくさんの人にアピールしていきたい」と話しました。
また、これからの取り組みへの抱負を聞かれて「これから
上位陣とあたることが増えるので、あたり負けしないよう
にけいこを重ねていきたい」と答えました。

▲「ふるさと山鹿をアピールしていきます」と大使の委嘱を受け
中嶋憲正市長と握手する千代白鵬関（左）

鹿央地域の広地区と山内地区の一部から山鹿・鹿本市街
地を結ぶ、あいのりタクシー「鹿央キンカン号」の試験運
行が７日始まり、出発セレモニーが行われました。
「鹿央キンカン号」は公共交通の空白地帯や中山間地域

を対象に試験的に運行するもので、利用状況を見て本運行
を検討します。昨年10月から本運行した菊鹿地域に続き山
鹿市で２地区目。
この日は市、市議会関係者や地域区長、老人クラブなど

約60人が出席。中嶋憲正市長らがテープカットして第１便
がスタートしました。
さっそくタクシーの乗り心地を確かめた後藤静子さん

（上広）は『息子たちに頼んで病院に薬をもらいに行って
いたので、今からは「あいのりタクシー」を利用して自分
で行こうと思います』と話していました。
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▲「なかなか割れないね～」と鏡割りをする保育園児

年末の12月25日にもちつきがあり、直径30cmもある大きな
鏡もちが八千代座で年を越しました。その鏡もちを木槌で割
る「鏡開き」が開催され、招待された市内の幼稚園児と保育
園児147人が参加しました。
鏡割りをする大役は、この日招待された山鹿保育園の園児

２人（有働虎士朗くん、関萌加ちゃん）で、硬くなった大き
な鏡もちを力をあわせて割ろうとしますが、なかなか割れず
に、悪戦苦闘していました。
鏡開きのあとは、地元商店街（東通町親和会・早瀬錦堂）

の協力によりぜんざいが振る舞われ、保育園児たちからは
「甘くて、おもちがやわらかいよ！」「あずきがおいしいね」
といった声が聞かれました。

…鏡開き　１月９日　八千代座　

…平成20年度あしたのまち・くらしづくり活動賞

多年にわたり、旧菊鹿町長として在籍し、
歴任中は旺盛な責任感と情熱を持って産業、
教育、文化、福祉の向上に多大な貢献をし
たことが認められ受章されました。

上内田（菊鹿）
旧菊鹿町長

あでやかな振り袖や、りりしいスーツ姿の新成人565人が
参加し、盛大に成人式が開催され晴れの門出を祝いました。
中嶋憲正市長が「かけがえのない時、今を、ふるさとの

地を、そして縁ある多くの人々をしっかりと愛し、燃えさ
かる命を大切に生き抜いてほしい」と式辞を述べました。
新成人を代表して松本清史さん（川端町）と服部薫さん
（栗林）が「世界に目を向けつつもこの『故郷山鹿市』を自
分たちの誇りとして心に刻み、常に目標を持って前進して
いきます」と成人の誓いを述べました。
また、会場では山鹿市たばこ販売店が、美しい町をつく

ろうと携帯灰皿などを配布し、大人としてのマナーを呼び
かけました。

…平成21年山鹿市成人式　　
１月12日　　山鹿市総合体育館

▲成人代表で「成人の誓い」をする松本清史さん(左)と服部薫さん(右)

▲眞崎次男会長(平小城活性化協議会)が中嶋憲正市長に受賞の報告

熊本県消防協会長表彰
功績章（団歴20年以上）

熊本県消防協会長表彰
勤績章（団歴15年以上）

E山　鹿　隊
谷崎　潤一（杉） 福山　博章（桜町中）
阿蘇品志剛（大宮町） 金木　賢治（山鹿中町）
中島　和也（石） 江藤　晴夫（小原）
松本　　健（下保多田） 松葉　勇市（鍋田）
山口　雄二（堂ノ原）
E鹿　北　隊
松本　千秋（南松尾） 黒田　雄二（南松尾）
浦田　勝彦（麻生） 草野　光春（柏ノ木）
太田黒周二（三楠） 小山　玲治（東野）
永田　雅人（東野） 古川　浩二（堂原）
矢住　芳記（幸ヶ丘） 稲葉　泰徳（釘の花）
E菊　鹿　隊
萩尾　俊彦（上本分） 萩尾　　博（上本分）
冨田　孝峰（酒造野） 鈴木　久良（酒造野）
石阪　正一（上組） 丸　和孝（長谷）
児玉　朋則（１区） 牛崎　　伸（２区）
早田　幸治（２区） 竹元　高義（３区）
竹元　幸春（３区）
E鹿　本　隊
山下　誠治（来民中町） 原口　雄二（下中町）
山品　　昇（坂東） 中西　浩司（坂東）
柴田　健二（分田） 藤本憲一郎（中分田）
衛藤　明信（中分田） 古澤　陽一（津袋）
中川　英明（小嶋）
E鹿　央　隊
吉良　生博（宮） 冨田　和祐（持松西）
多久　光夫（郷原） 平木　一誠（下原）
花籠　聖史（大浦）

E山　鹿　隊
阿蘇品邦彦（大宮町） 前田　貴弘（栗林） 井手　　新（東通町）
富丸　博之（下吉田） 前田　宗稔（石） 松岡　敬二（村熊入）
豊田　秀行（村熊入） 吉富　一茂（藤井） 福山　雄三（馬見塚）
田所　淳也（馬見塚） 福山　能規（馬見塚） 櫻井　　勲（方保田）
古閑丸和幸（白石十三部） 民永　和博（鹿校通） 木原　誠一（日ノ出）
竹崎　国博（志々岐） 田代　勝己（長坂） 大山　修誠（志々岐）
高橋　徹也（霊仙） 木庭　恵一（山鹿五郎丸） 木庭　康至（山鹿五郎丸）
社方　隆典（堀内深倉） 松本　知久（上吉田） 北原　裕二（双板）
中村　昭治（大原） 鹿田　和男（小群） 永田　康之（下小坂）
森本　　章（下宮） 堤　　政博（下宮）
E鹿　北　隊
山　新也（茂田井） 北原　敬年（南松尾） 黒田　武史（南松尾）

村木　一仁（柿原） 木　幸人（上中） 北原　良誠（弁天）
井場　岩男（三楠） 井上　智行（東野） 早野　幸二（川原谷）
早野　　拓（川原谷） 藤本　伸宜（川原谷） 虎口　典史（幸ヶ丘）
最上　伸二（浦方）
E菊　鹿　隊
萩尾　伸一（上本分） 金光　真裕（黒蛭） 有働　孝一（道場）
永慎一郎（木山） 中原　秀孝（池田） 井上　孝行（池田）

三浦　利勝（永山） 田中　博成（宮原） 渡辺　輝明（阿佐古）
木庭　光浩（下永野） 廣石　隆博（下永野） 原田　政伸（上組）
横田　英仁（菊鹿五郎丸） 有働　正美（太田） 栗木　　学（長谷川）
山品　貴裕（川原） 吉里　和博（長谷） 古家　博文（１区）
古田　康隆（３区） 冨田　洋史（６区）
E鹿　本　隊
石田　裕輔（笹本） 下河　広介（良福寺） 上月　　浩（来民下町）
永　英治（下中町） 平原　　健（来民下町） 浅田佳寿一（駅通）

前田　博義（分田） 村上　順一（分田） 赤星　俊光（下分田）
山田　修一（小柳） 丸山　良博（高橋） 木下　秀頼（高橋）
緒方　達也（高橋） 中嶋　将紀（石渕） 牛嶋　満紀（石渕）
E鹿　央　隊
一本　　隆（上広） 竹田　義隆（奥永） 小田　健二（奥永）
守川　和好（上久野） 立山　　晃（春間） 瀬戸口英二（春間）
宮川　　章（姫井） 森　　賢治（霜野） 平山　輝昭（大浦）
緒方　文一（中浦） 有働　　殖（中浦）

市内の20分団から約1400人の団員が参加して、新春恒例の
山鹿市消防団出初式が行われました。
式では、中嶋憲正市長が「新たな歩みから着実な歩みへと

前進を続け、市民の皆さまが、日々安全で安心して暮らせる
よう、全団員が一丸となって活動に励んでいただきたい」と
告辞したあと、月足昭団長が「これまでの歩みの中で、地域
に根を下ろし、そして大きく根を伸ばすことができていると
確信します。これからの歩みでその礎にさらに大きく根を張
り、幹を伸ばし、多くの枝葉を繁らすことができるよう、消
防団員としての誇りと自覚を持って活動して欲しい」と訓示。
また、熊本県消防協会長表彰も行われました。
表彰は以下のとおりです。（敬称略）

…山鹿市消防団出初式
１月11日　カルチャースポーツセンター

▲分列行進する消防団員

功積賞の表彰を受ける団員代表

▲

平小城活性化協議会は、平成15年に観光を利用した農業振
興の新しい組織として設立されました。
環境を守ることを地域活性化の基本と位置づけ、農村体験

ツアーや河川の水質検査など農業、観光、環境が調和したむ
らづくり活動に平小城校区民全員が会員として積極的に取り
組まれています。日ごろのこのような活動が高く評価されて、
平成20年度あしたのまち・くらしづくり活動賞の「まち・く
らしづくり活動部門」で振興奨励賞を受賞されました。



【
相
談
内
容
】

・
80
代
の
父
が
亡
く
な
り
、
そ
の
葬
儀
中
に
亡
父
宛
て

の
郵
便
小
包
が
届
い
た
。

・
留
守
番
役
が
受
け
取
り
開
封
し
た
と
こ
ろ
、
数
珠
と

１
４
、
７
０
０
円
の
請
求
書
が
入
っ
て
い
た
。

・
代
金
は
商
品
到
着
後
５
日
以
内
に
払
い
込
む
よ
う
に

と
書
い
て
あ
る
。

・
父
は
、
半
年
前
に
倒
れ
て
、
体
の
自
由
が
き
か
ず
話

す
こ
と
も
で
き
な
い
状
態
で
あ
っ
た
た
め
、
注
文
で

き
る
は
ず
が
な
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

新
聞
の
「
お
悔
や
み
」
欄
に
は
地
方
に
よ
っ
て
亡
く

な
っ
た
方
の
氏
名
や
住
所
、
葬
儀
日
程
等
が
載
っ
て
お

り
、
業
者
は
そ
こ
か
ら
情
報
を
得
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

葬
儀
の
日
を
ね
ら
っ
て
郵
便
小
包
や
代
金
引
換
郵
便
を

送
り
、
故
人
が
生
前
注
文
し
た
も
の
と
思
わ
せ
た
り
、

葬
儀
等
の
慌
た
だ
し
さ
に
つ
け
込
み
、
代
金
を
払
わ
せ

よ
う
と
す
る
手
口
で
す
。
複
数
の
同
種
の
相
談
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

①
不
審
に
思
っ
た
ら
、
受
け
取
り
や
支
払
い
を
し
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

②
注
文
し
て
い
な
け
れ
ば
、
届
い
て
か
ら
14
日
間
保
管

す
れ
ば
自
由
に
処
分
が
で
き
ま
す
。

③
業
者
に
引
き
取
り
を
要
求
し
た
場
合
、
そ
の
後
７
日

間
保
管
す
れ
ば
処
分
で
き
ま
す
。

…
商
工
課
　
　
　
　
　

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

…
山
鹿
消
防
署(

総
務
課
・
予
防
課)

1
43
‐
１
１
９
４

山
鹿
消
防
署
鹿
北
分
署
　
1
32
‐
２
５
７
４

山
鹿
消
防
署
東
分
署
　
　
1
46
‐
２
３
８
２

問
合
せ

現
在
、
県
道
菊
鹿
鹿
北
線
の
改
修
工
事
が

進
め
ら
れ
て
い
る
。
岩
野
川
の
源
流
は
岳
間

渓
谷
を
経
て
田
中
集
落
に
至
っ
て
い
る
が
、

そ
の
集
落
の
上
手
に
架
か
っ
て
い
る
石
橋

（
眼
鏡
橋
）
が
田
中
橋
で
あ
り
、
車
橋
と
も

言
わ
れ
て
い
る
。
現
在
は
使
用
さ
れ
て
お
ら

ず
、
す
ぐ
上
手
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
橋
が
架

け
ら
れ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
道
路
改
修
に
よ
り
下
手
に
橋
が
架
け

ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、
す
で
に
両
岸
に
は
橋

脚
部
分
が
出
来
上
が
っ
て
い
る
。
今
度
架
設

さ
れ
る
橋
は
、
石
橋
か
ら
少
し
離
れ
て
架
け

ら
れ
る
の
で
石
橋
の
下
手
か
ら
は
、
十
分
観

察
が
出
来
る
よ
う
で
あ
る
。
同
じ
場
所
に
三

本
の
橋
が
架
か
っ
て
い
る
事
も
珍
ら
し
い
事

で
あ
る
。

さ
て
、
問
題
の
田
中
橋
で
あ
る
が
、
安
政

四
年
（
一
八
五
八
）
に
架
設
さ
れ
て
い
る
。

国
道
三
号
線
に
高
井
川
橋
等
種
山
石
工
た
ち

に
よ
っ
て
石
橋
が
架
け
ら
れ
る
約
二
十
五
年

前
の
事
で
あ
る
。
地
元
の
石
工
た
ち
（
石
工

頭
、
今
村
の
藤
左
衛
門
）
に
よ
る
架
橋
で
あ

り
、
そ
の
技
術
力
の
高
さ
が
伺
え
る
石
橋
で

あ
る
。

橋
の
上
に
は
「
孝
子
太
郎
右
衛
門
」
と

「
藤
か
ら
む
巌
と
化
せ
よ
車
橋
」
の
碑
が
建

て
ら
れ
て
い
る
が
、
お
そ
ら
く
橋
が
利
用
さ

れ
な
く
な
っ
て
移
設
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

田
中
橋
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と

は
、
輪
石
が
二
重
に
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
、

要
石
の
み
大
柄
が
使
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

ア
ー
チ
基
盤
の
岩
が
直
平
に
加
工
さ
れ
て
い

る
こ
と
な
ど
で
あ
ろ
う
。

く
ど
く
ど
し
く
述
べ
て
き
た
が
、
ま
ず
は

実
物
を
ご
覧
い
た
だ
く
の
が
一
番
で
は
な
い

か
と
思
う
。
余
計
な
こ
と
で
あ
る
が
、
橋
の

真
下
か
ら
も
ぜ
ひ
ご
覧
い
た
だ
き
た
い
。
要

石
や
そ
の
他
の
石
組
が
ど
の
よ
う
に
築
か
れ

て
い
る
の
か
良
く
分
か
る
と
思
う
。

紹
介
者：

山
鹿
市
文
化
財
保
護
委
員

古
賀
　
寛
了
さ
ん

（
鹿
北
町
芋
生
）

▲田中橋（下流より）

▲橋の説明板

▲孝子太郎右衛門の碑・化巖矼の碑

オリンピックでの活躍を期待されたバレーボールの
エースが、病床で綴っていた「最後の夢」。感動の全
手記。

火坂　雅志／著　祥伝社

「天地人」の原作者・火坂雅志自身による歴史紀行。
主人公・直江兼続の生涯と人物像、歴史背景を描きな
がら各史跡～新潟、石川、福島、山形県を巡る。

「おしおはこれくらいかな」ちょっとあじみ。「あ
れあれしょっぱくなっちゃった」おみずをたしてまた
あじみ。「おやおあやしおがたりないぞ」そんなこと
をしているうちに…。

寮　美千子／著　どい　かや／絵　フレーベル館

・おはなし会
日時u２月25日D 午後２時30分から

・おはなし会
日時u２月７日G・14日G・21日G

午後２時から
・おひざにだっこのおはなし会
日時u２月３日C・10日C・17日C

24日C 午前11時から
・天使と楽しむおはなし会（妊婦対象）
日時u２月３日C・17日C

午前10時30分から

山鹿市中央公民館図書室
u２月１日A・11日-・23日B
山鹿市鹿本図書館
u２月２日B・９日B・11日-

16日B・23日B・28日G
鹿北公民館図書室
u毎週月・土・日曜と祝祭日の
午後５時以降
(月曜日が祝日の場合終日休館）
(火～金は午後８時まで開館）

菊鹿公民館図書室
u年末・年始
鹿央公民館図書室
u毎週土曜・日曜・祝祭日

横山友美佳／著　マガジンハウス

《今月は山鹿市中央公民館図書室から》

山
鹿
植
木
消
防
本
部
管
内
の
幼
少
年
婦
人
防
火
ク
ラ

ブ
で
構
成
さ
れ
る
防
火
委
員
会
（
会
長
・
末
松
正
博
消

防
長
、
47
団
体
約
３
１
０
０
人
）
で
は
、
こ
の
ほ
ど
模

擬
消
火
訓
練
装
置
を
新
た
に
導
入
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
日
本
防
火
協
会
の
助
成
事
業
の
一
環
と
し

て
、
宝
く
じ
の
助
成
金
で
整
備
し
た
も
の
で
、
購
入
費

は
約
60
万
円
。
同
本
部
で
の
防
災
訓
練
の
ほ
か
、
同
防

火
委
員
会
加
盟
の
団
体
へ
の
貸
し
出
し
利
用
も
検
討
し

て
い
ま
す
。

※
従
来
の
消
火
訓
練
は
、
オ
イ
ル
パ
ン
内
の
油
に
実
際
に

火
を
つ
け
た
も
の
に
、
粉
末
消
火
器
を
散
布
し
て
い
ま
し
た

が
、
こ
の
装
置
は
、
ス
イ
ッ
チ
を
入
れ
る
と
自
動
的
に
画
面

が
炎
上
し
、
音
声
合
成
の
消
火
指
導
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
な
が
れ
、

付
属
の
訓
練
用
消
火
器
を
使
用

し
消
火
す
る
も
の
で
す
。
屋
内

で
の
消
火
訓
練
も
手
軽
に
実
施

で
き
る
た
め
、
天
候
に
左
右
さ

れ
ず
、
環
境
に
や
さ
し
く
、
薬

剤
を
使
用
し
な
い
の
で
安
心
し

て
訓
練
が
で
き
る
も
の
で
す
。

●
甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習
会
の
開
催

多
数
の
者
が
出
入
し
、
勤
務
し
、
又
は
居
住
す
る
防

火
対
象
物
に
は
、
防
火
管
理
者
が
必
要
で
す
。

４
月
以
降
は
、
小
規
模
の
社
会
福
祉
施
設
に
お
い
て

も
防
火
管
理
者
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

と
きu

２
月
26
日
E
〜
27
日
F

場
所u

山
鹿
植
木
広
域
消
防
本
部
２
階
多
目
的
ホ
ー
ル

受
講
料u

４
千
円

定
員u

70
名



平
小
城
保
育
園
　
1
43
‐
６
０
８
４

子
ど
も
た
ち
が
、
成
長

の
過
程
で
身
に
つ
け
な
く

て
は
な
ら
な
い
能
力
は
た

く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
も
最
も
大
切
な
能
力

の
一
つ
に
「
言
葉
の
能
力
」

が
あ
り
ま
す
。
相
手
に
自
分

の
思
い
を
伝
え
、
わ
か
り

合
う
た
め
に
は
言
葉
を
使

っ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

集
中
力
や
思
考
力
を
養
い
、
言
葉
の
豊
か
な
子
ど
も

の
育
ち
を
目
的
と
し
て
、
平
小
城
保
育
園
で
は
昨
年
度

よ
り
漢
字
絵
本
を
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

毎
朝
10
〜
20
分
、
１
歳
児
か
ら
年
長
児
ま
で
の
子
ど

も
た
ち
が
保
育
士
の
「
お
背
中
ピ
ン
、
手
は
お
ひ
ざ
、

足
は
仲
良
し
」
の
言
葉
か
け
で
活
動
を
始
め
ま
す
。
背

中
を
ピ
ン
と
伸
ば
し
た
子
ど
も
た
ち
の
目
は
一
斉
に
漢

字
絵
本
や
フ
ラ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
に
向
か
い
ま
す
。
具
体

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
表
す
「
漢
字
」
に
高
い
興
味
を
示
し
、

ど
ん
ど
ん
吸
収
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち
に
は
驚
い
て
い

ま
す
。
取
り
組
み
か
ら
２
年
目
、
子
ど
も
た
ち
に
も
少

し
ず
つ
変
化
が
見
ら
れ
て
き
て
い
ま
す
。
就
学
ま
で
に

落
ち
着
い
て
話
が
聞

け
、
本
が
大
好
き
な

子
ど
も
に
な
っ
て
く

れ
る
こ
と
を
信
じ
て

日
々
頑
張
っ
て
い
ま

す
。漢

字
絵
本
に
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
参
観
く

だ
さ
い
。

城
北
ア
ソ
カ
保
育
園
　
1
48
‐
２
１
２
９

今
年
度
、
城
北
ア

ソ
カ
保
育
園
で
は
、

年
長
児
が
バ
ケ
ツ
稲

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま

し
た
。

種
も
み
を
水
に
ひ

た
す
作
業
か
ら
始
め
、

毎
日
少
し
ず
つ
伸
び

て
い
く
苗
を
楽
し
ん

で
見
守
る
姿
が
あ
り

ま
し
た
。
地
域
の
方
に
も
成
長
段
階
を
見
て
も
ら
い
、

ア
ド
バ
イ
ス
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
に
な
り
、
い
よ
い
よ
収
穫
の
時
期
が
や
っ
て
き
ま

し
た
。
み
ん
な
で
脱
こ
く
、
も
み
す
り
、
精
米
に
し
た

の
ち
に
、
誕
生
会
の
お
子
さ
ま
ラ
ン
チ
、
七
草
粥
で
食

べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
自
分
た
ち
で
た
い
へ
ん
な

思
い
を
し
て
作
っ
た
お
米
は
格
別
で
し
た
。

種
ま
き
か
ら
収
穫
を
体
験
す
る
こ
と
で
生
長
を
見
守

り
、
栽
培
す
る
こ
と
の
大
変
さ
や
命
の
大
切
さ
を
感
じ
、

ま
た
作
る
人
た
ち
の
苦
労
や
感
謝
の
気
持
ち
を
育
む
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

「
食
」
の
大
切

さ
を
感
じ
る
こ

と
の
で
き
る
取

り
組
み
を
深

め
、
毎
日
の
生

活
に
つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。今年度「ノーバディーズパーフェクト」（NP）に13人

のお母さんが参加しました。
☆参加者の感想の一部を紹介します。
・子どもに対して、すぐにしかるのではなく「なぜそ
うするのかな？」と一呼吸置いて接することが、ち
ょっとずつだができるようになった。

・一日の中で、自分より家族に使う時間が多く、それ
を嫌な事のように考えていたが、“今は充電期間”だ
と思うと楽しく過ごせるようになった。

☆託児で応援していただいたボランティアの方からの
声も届いています。
NP初日のことを思い出します。突然知らないおばち

ゃんに抱っこされ、ママの去った方向を指さし泣き出

したＮ君のこと。「ママが一番好きだもんね。でも、お
勉強の間おばちゃんと仲良くしてね」とギュッと抱き
しめ、共に涙したことなどなど・・・
しかし、回数を重ねるごとに少しずつ信頼関係がで

き、子どもたちから新鮮な驚きや発見、感動をもらう
ことができ心の栄養源となる託児になり感謝していま
す。
その後、私たちもNP体験版を受ける機会があり、型

にとらわれず、思わずいろんな発言ができる雰囲気の
研修であることを知りました。お母さん方の笑顔、子
育て仲間づくりはもちろん、子どもたちの成長も実感
できるプログラムでとても良いと思いました。私自身、
日々“完ぺきな親なんていない”を実践中です。

寒い季節は、大人も子どもも部屋に
こもりがちですが、ちょっとした工夫
で楽しい時間がつくれます。

山鹿子育て支援センター　143‐1270 鹿北子育て支援センター　132‐3194 菊鹿子育て支援センター　148‐4660

鹿本子育て支援センター　146‐2635 鹿央子育て支援センター　136‐2150 つどいの広場(ぽかぽか・おさか童夢) 143‐1155

申込・問合せ

▲大好きなおはなしの時間

▲真剣な表情の年長児さん

▲みんなで稲刈り楽しかった！！

▲茎がふえてきたョ！

岩
野
保
育
園
　
1
32
‐
２
２
３
０

岩
野
保
育
園
で
は
、
岩
野
全
校
区
の
老
人
会
の
方
と

年
５
回
、
老
人
会
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
老
人
の

方
々
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
子
ど
も
た
ち
は
わ
れ
先
に

と
手
を
つ
な
ぎ
、
散
歩
に
行
っ
た
り
、
触
れ
合
い
遊
び

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

そ
ん
な
中
、「
じ
い
ち
ゃ
ん
が
小
さ
か
っ
た
時
は

ね
・
・
・
」
と
芋
づ
る
で
ボ
ー
ル
を
作
っ
て
い
た
事
、

じ
ゃ
ん
け
ん
や
タ
オ
ル
１
本
で
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
し
て

遊
ん
で
い
た
事
を
聞
き
、「
え
〜
す
ご
い
！
」「
ゲ
ー
ム

と
か
、
な
か
っ
た
と
？
」
と
び
っ
く
り
す
る
子
ど
も
た

ち
で
す
。
給
食
時
に
は
「
一
緒
に
食
べ
よ
う
！
」
と
ば

か
い
あ
い
が
始
ま
り
ま
す
。
老
人
会
の
方
も
「
孫
が
卒

園
し
て
か
ら
初

め
て
き
ま
し

た
」
「
子
ど
も

は
か
わ
い
か
で

す
ね
！
」
「
子

ど
も
か
ら
元
気

ば
も
ら
い
ま
し

た
！
」
「
ま
た

来
さ
せ
て
く
だ

さ
い
！
」
と
笑

顔
で
帰
ら
れ
ま

す
。い

ろ
い
ろ
な

知
恵
や
生
き
方
を
学
ん
だ
子
ど
も
た
ち
は
老
人
の
方
を

尊
敬
し
、
老
人
会
の
方
は
子
ど
も
か
ら
元
気
を
も
ら
わ

れ
、
お
互
い
の
存
在
を
認
め
あ
う
良
い
機
会
と
な
り
ま

す
。
家
庭
や
地
域
な
ど
身
近
に
お
ら
れ
る
老
人
の
方
に

声
を
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
！
す
て
き
な
出
会
い
が
あ
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
！

▲おばあちゃんって団子作りの名人だね

!! !!
「ノーバディーズパーフェクト」～完璧な親なんていない～

ビニールテープ
で上下のペット
ボトルと厚紙の
フタをいっしょ
に巻いて留める

準備するもの
・ペットボトル
…500ml ２本
・鈴…５個
・ビニールテープ

厚紙に穴をあ
けフタをする

上の部分の
底は抜かない

下の部分の
底は抜かない

ペットボトル

切る

切る

立った親の足の甲に赤ちゃんの足
を乗せ、腕で体を支えながら１歩ず
つゆっくり歩きます。赤ちゃんは、
まるで自力であんよし
ているように感じるは
ず。あんよの練習にも
なります。

パパと子どもが向かい
合って立ち、「パパのお山
に登ってみよう」と声を
かけながら、子どもの手
を持ってパパの体を登ら
せてあげましょう。頂上
までつけるかな？

Y

ほんの少しの触れ合いで子どもから
かわいい笑顔のプレゼント。
うふふっQQQ

きっとママの顔もステキな笑顔Z

日時u３月13日F 10：00～11：30
場所u山鹿健康福祉センター大ホール　
対象年齢u生後２か月～６か月
参加費u無料
持ってくるものuバスタオル１枚

（子どもを寝かせる用）
※詳細は各支援センターにお尋ねくだ
さい

ビ
ニ
ー
ル
テ
ー
プ
で

模
様
を
つ
け
る

上部を留める前
に鈴を入れる

いち、に
いち、に！

YAMAGA



小学校・中学校の話題をお届け！

山内小学校

＆ -  ⑦ -
熊本市京町１丁目13番11号
熊本地方裁判所刑事部　1０９６‐３２５‐２１２１
山鹿市選挙管理委員会 1４３‐１５９４

現在、山内小学校では、校訓「清く、明るく、たくましく」
をモットーに、52人の子どもたちが自分の夢の実現に向けて
励んでいます。登校時には、校門から学校に向かって「お願
いします」と一礼するなど、礼節を重んじる子どもたちです。
このような子どもたちの豊かな感性を育む体験活動から、

２つの活動を紹介します。
まず、１つ目は、ハートフルデー（郷土の先輩に学ぶ）で

す。毎年、地域の老人会の方々の協力を得て、「わら細工・竹
細工・お手玉・折り紙」に挑戦しています。子どもたちは、
老人会の方々から優しく教えていただき、楽しい会話を交わ
しながら知恵と技を学び、伝承遊びを楽しむことができました。 ２つ目は、ふれあいスクールコンサートです。ここで

は、世界的に有名なジャズピアニスト板橋文夫さんを招
いて、参加体験型のコンサートを行いました。子どもた
ちは、ピアノ鑑賞の他、簡単なダンスを取り入れた身体
表現や板橋さんと一緒に合奏を行うなどして、本物の芸
術に触れることができました。子どもたちは、板橋さん
の力強いピアノ演奏を見て、「板橋さんの演奏は音を大き
くしたり、椅子から立ったりして弾いていたので、体も
一緒に弾いているんだなと思いました」といった感想を
抱き、音楽の楽しさを味わうことができました。
これからも、子どもたちの「感動する心」を大切にし

た体験活動を推進するとともに、山内小学校だからでき
る教育活動を創造していきたいと思います。

▲「枝川内いきいきサロン」
落語と肩もみでおもてなし

▲一緒に楽しくプレーしませんか？

▲お手玉づくりを楽しむ子どもたち

▲ジャズピアニストと子どもたちの合奏

このコーナーでは、みなさんか
らの投稿を主に紹介します。
広報紙を読んだ感想、うれしか
ったこと、知ってもらいたいこ
と、イラスト、写真など、文章
の長短、ジャンルは問いません。
お待ちしています！

■投稿上の注意
・投稿は、郵送または持参でお
願いします。
・住所・氏名・年齢の記入をお
忘れなく。（匿名希望、ペンネ
ーム使用の場合でも）
・絵や写真などには、ひとこと
コメントをお願いします。
・毎月10日までにお願いします。
■送付先（持参もOKです）
〒861-0592 山鹿市役所秘書課広
報やまが「読者の広場」まで

投
稿

投
稿

広
見
小
　
平
川
　
大
樹
さ
ん

ぼ
く
は
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
で
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
た
ち
か
ら
た
く
さ
ん
の
パ
ワ

ー
を
も
ら
い
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
二

つ
書
き
ま
す
。

一
つ
目
は
、「
あ
り
が
と
う
」
の
言

葉
の
パ
ワ
ー
で
す
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た

ち
は
、
何
か
す
る
と
必
ず
、
ぼ
く
た
ち

に
「
あ
り
が
と
う
」
と
言
っ
て
く
れ
ま

す
。
ぼ
く
の
肩
た
た
き
で
「
あ
り
が
と

う
」
と
言
わ
れ
る
と
う
れ
し
く
な
り
ま

す
。
し
て
よ
か
っ
た
な
ぁ
と
満
足
感
も

わ
き
、
そ
の
せ
い
か
、
自
分
か
ら
進
ん

で
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

二
つ
目
は
、
お
年
寄
り
の
笑
顔
の
パ

ワ
ー
で
す
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
、
肩
た
た
き
、
マ
ッ
サ
ー
ジ
、

い
き
い
き
体
操
、
と
ん
き
ん
、
お
は
じ

き
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ボ
ー
リ
ン
グ
、
手

遊
び
な
ど
何
を
や
っ
て
も
笑
顔
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
満

面
の
笑
顔
を
見
る
と
、「
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
た
ち
の
た
め
に
、
も
っ
と
い
き
い
き

サ
ロ
ン
を
が
ん
ば
ろ
う
！
」
と
思
え
る

の
で
す
。

ぼ
く
は
、
い
き
い
き
サ
ロ
ン
の
度
に
、

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
た
ち
の
笑
顔
が
ず
っ
と

続
い
て
ほ
し
い
な
あ
、
ず
っ
と
長
生
き

し
て
ほ
し
い
な
あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
ぼ
く
も
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

た
ち
に
パ
ワ
ー
を
送
り
ま
す
。

s
昔
と
今
の
通
の
違
い
な
ど
熱
心
に
聞
き

取
る
山
鹿
小
４
年
生

金
森
　
由
美
子
さ
ん

11
月
19
日
、
山
鹿
小
学
校
の
３
年
生

５
人
が
総
合
的
な
学
習
で
私
の
店
（
吉

本
号
）
に
学
習
に
来
て
く
れ
ま
し
た
。

市
役
所
通
り
の
各
店
舗
の
中
で
調
べ

て
み
た
い
お
店
に
つ
い
て
、
班
ご
と
に

調
べ
た
こ
と
を
ま
と
め
て
壁
新
聞
を
作

る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

日
ご
ろ
は
、
小
学
生
が
来
る
こ
と
は

ほ
と
ん
ど
な
く
、
そ
の
日
は
い
つ
も
よ

り
早
起
き
し
事
前
に
も
ら
っ
た
質
問
の

答
え
を
用
意
し
て
、
子
ど
も
た
ち
が
来

る
の
を
今
か
今
か
と
心
待
ち
に
し
て
い

ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
か
ら
の
質
問
に
、

私
は
い
つ
し
か
先
生
に
な
っ
た
気
分
で

答
え
て
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
気
づ
い

た
と
き
に
は
40
分
の
学
習
時
間
が
あ
っ

と
い
う
間
に
過
ぎ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
に
は
こ
れ
か
ら
も
興
味

や
関
心
を
大
切
に
、
身
近
な
物
事
に
進

ん
で
関
わ
り
「
も
っ
と
調
べ
た
い
」「
や

っ
て
み
た
い
」
と
思
っ
た
こ
と
を
、
総

合
的
な
学
習
時
間
な
ど
を
有
効
に
活
用

し
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
に
つ
い
て
学
習

し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

菊
鹿
女
子
Jr
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

小
学
生
の
皆
さ
ん
、
一
緒
に
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
を
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

気
軽
に
一
度
見
学
に
来
て
く
だ
さ

い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
Q

練
習
日
時u

火
・
木
曜
　
午
後
７
時
半
〜
９
時
半

土
曜
　
　
　
午
後
５
時
〜
７
時

場
所u

菊
鹿
町
多
目
的
体
育
館

…
栗
原

1
０
９
０
‐
４
５
８
９
‐
１
５
２
１

投
稿 問合せ

裁判員は、法廷で聞いた証人の証言などに基
づいて、他の裁判員や裁判官とともに行う評議
を通じ、被告人が有罪か無罪か、有罪だとした
らどのような刑にするべきかを判断します。判
断は、みなさんが日常生活におけるいろいろな
情報に基づいて行い、特に法律知識は必要あり
ません。

公判では、証拠としての物や書類を取り調べ
るほか、証人や被告人に対する質問が行われま
す。裁判員も、証人や被告人等に質問すること
ができます。
できる限り事件の内容を理解できるように工

夫された審理が行われます。

申
込
・
問
合
せ



〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

B
固
定
資
産
税
第
４
期
の
納

期
限
と
な
っ
て
い
す
。

口
座
振
替
の
方
も
残
高
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

毎
年
２
月
を
「
相
続
登
記
は
お
す
み

で
す
か
月
間
」
と
し
て
、
全
国
一
斉
に

司
法
書
士
会
の
無
料
相
談
所
を
開
催
し

ま
す
。
お
気
軽
に
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

２
月
６
日
F

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所u

山
鹿
隣
保
館

…
熊
本
県
司
法
書
士
会
山
鹿
支
部

1
43
‐
２
５
４
５

問
合
せ

昨
年
度
か
ら
策
定
を
進
め
て
き
ま
し

た
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
素
案

に
つ
い
て
の
地
元
説
明
会
を
左
記
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
く

だ
さ
い
。…

都
市
計
画
課
　

1
43
‐
１
５
９
１

問
合
せ

地区・校区名
菊鹿
鹿北
鹿央
鹿本
大道

米田・川辺
八幡・平小城
三岳・三玉
山鹿校区

日　　時
２月９日B

２月10日C

２月12日E

２月13日F午後７時半～

２月17日C

２月18日D

場所
菊鹿公民館
鹿北公民館
鹿央公民館
鹿本生涯学習・
健康センター
「ひだまり」

山鹿市中央
公民館

経
済
情
勢
の
急
激
な
悪
化
等
に
よ

り
、
本
市
で
も
非
正
規
労
働
者
を
中
心

と
し
た
解
雇
や
雇
い
止
め
な
ど
雇
用
情

勢
が
悪
化
し
、
職
を
失
わ
れ
た
方
々
の

み
な
ら
ず
、
現
在
働
い
て
い
る
方
に
お

い
て
も
将
来
に
つ
い
て
の
不
安
が
増
し

て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
、
市
民
の
雇

用
維
持
へ
の
不
安
や
失
業
に
よ
る
生
活

不
安
を
少
し
で
も
解
消
す
る
た
め
、
市

で
は
１
月
13
日
に
緊
急
雇
用
対
策
本
部

を
設
置
し
、
次
の
対
策
を
行
い
ま
す
。

○
雇
用
創
出
対
策

市
に
よ
る
当
面
の
雇
用
の
場
の
提

供
、
民
間
に
よ
る
新
た
な
雇
用
創
出

○
生
活
支
援
対
策

当
面
の
生
活
の
た
め
の
住
宅
確
保
や

生
活
支
援

○
心
の
ケ
ア
・
就
職
対
策

心
の
ケ
ア
や
緊
急
雇
用
相
談
窓
口
の

設
置

○
雇
用
維
持
対
策

中
小
企
業
の
資
金
繰
り
に
関
す
る
情

報
の
周
知
、
企
業
へ
の
雇
用
維
持
確

保
の
協
力
要
請

…
山
鹿
市
緊
急
雇
用
対
策
本
部

(

商
工
課
内)

1
43
‐
１
４
１
３

お
よ
び
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

※
緊
急
雇
用
相
談
窓
口

市
商
工
課
　
　
　
1
43
‐
１
４
１
３

山
鹿
商
工
会
議
所
1
43
‐
４
１
１
１

山
鹿
市
商
工
会
　
1
46
‐
２
１
４
１

最
低
賃
金
に
は
、
県
内
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
熊
本
県
最
低
賃
金

と
、
特
定
の
産
業
に
産
業
に
従
事
す
る

基
幹
的
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
産
業
別

最
低
賃
金
の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
最
低
賃
金
は
、
臨
時
・
パ

ー
ト
、
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
す
べ
て

の
労
働
者
に
適
用
さ
れ
ま
す
。

熊
本
県
の
最
低
賃
金
は
昨
年
10
月
17

日
か
ら
改
正
さ
れ
、
時
間
額
が
628
円

で
す
。
ま
た
、
産
業
別
最
低
賃
金
は
昨

年
12
月
15
日
か
ら
次
の
よ
う
に
改
正
さ

れ
ま
し
た
。

①
電
子
部
品
・
デ
バ
イ
ス
・
電
子
回
路
、

電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機

械
器
具
製
造
業
　

…
時
間
額
693
円

②
自
動
車
・
同
附
属
品
製
造
業
、
船
舶

製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関
製
造
業

…
時
間
額
743
円

③
百
貨
店
、
総
合
ス
ー
パ
ー

…
時
間
額
693
円

な
お
、
紡
績
業
、
ね
ん
糸
製
造
業
、

織
物
業
、
靴
下
製
造
業
は
引
き
続
き
、

時
間
額
647
円
で
す
。

最
低
賃
金
の
対
象
と
な
る
賃
金
に

は
、
時
間
外
・
休
日
・
深
夜
手
当
、
精

皆
勤
手
当
、
通
勤
手
当
、
家
族
手
当
お

よ
び
賞
与
等
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
。

※
詳
し
く
は
、
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

今
年
度
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ

「
必
ず
チ
ェ
ッ
ク
　
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
　
労
働
者
も
」

…
熊
本
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

1
096
‐
355
‐
３
２
０
２

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時u

２
月
12
日
E

午
後
１
時
半
〜
４
時

場
所u

青
少
年
ホ
ー
ム
（
市
役
所
裏
）

…
商
工
課
　

1
43
‐
１
４
１
３

問
合
せ

社
会
保
険
事
務
所
の
専
門
官
が
相
談

を
受
け
ま
す
。

年
金
手
帳
や
年
金
証
書
な
ど
基
礎
年

金
番
号
が
わ
か
る
も
の
を
ご
持
参
く
だ

さ
い
。

日
時
・
場
所u

２
月
16
日
B
・
25
日
D

市
役
所
１
階
　
会
議
室

※
い
ず
れ
も
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

（
正
午
〜
午
後
１
時
を
除
く
）

…
国
保
年
金
課1

43
‐
１
５
３
０

問
合
せ

相
談
は
無
料
で
す
の
で
お
気
軽
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。

事
前
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時u

毎
週
月
・
火
・
木
・
金
曜
日

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

場
所u

本
庁
福
祉
課

内
容u

児
童
、
母
子
や
Ｄ
Ｖ
に
つ
い
て

の
相
談

…
福
祉
課
　

1
43
‐
１
１
６
７

問
合
せ

借
金
問
題
で
お
悩
み
の
方
の
無
料
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
専
門
家
に
相
談

す
る
こ
と
が
安
心
へ
の
早
道
で
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時u

２
月
20
日
F
（
要
予
約
）

場
所u

菊
池
市
福
祉
会
館(

菊
池
市
隈
府)

…
熊
本
県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

1
096
‐
352
‐
１
６
６
０

問
合
せ

社
会
福
祉
協
議
会
で
行
っ
て
い
る
心

配
ご
と
相
談
は
無
料
で
、
ど
こ
の
支
所

で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

【
山
鹿
】

①
一
般
相
談u

２
月
６
日
F

②
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
13
日
F

③
法
律
相
談u

２
月
20
日
F
要
予
約
　

①
と
②

午
前
９
時
〜
正
午

③

午
前
10
時
〜
正
午
　

場
所u

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
内

社
協
山
鹿
支
所

1
43
‐
１
１
３
４

【
鹿
北
】

①
一
般
相
談u

２
月
５
日
E

②
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
12
日
E

③
警
察
相
談u

２
月
19
日
E
要
予
約
　

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
北
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
32
‐
２
６
９
６

【
菊
鹿
】

①
一
般
相
談u

２
月
４
日
D

②
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
18
日
D

③
心
の
悩
み
相
談u

２
月
25
日
D

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午
　

場
所u

菊
鹿
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

ひ
ま
わ
り
館1

48
‐
５
０
６
０

【
鹿
本
】

①
一
般
相
談u

２
月
３
日
C

②
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
10
日
C

③
司
法
相
談u

２
月
17
日
C

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
本
高
齢
者
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
「
親
和
荘
」

1
46
‐
２
２
０
６

【
鹿
央
】

①
一
般
相
談u

２
月
２
日
B

②
子
ど
も
生
活
相
談u

２
月
９
日
B

③
消
費
生
活
相
談u

２
月
16
日
B

い
ず
れ
も
午
前
９
時
〜
正
午

場
所u

鹿
央
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

1
36
‐
３
８
１
１

※
法
律
・
警
察
相
談
は
要
予
約
で
す
。

…
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

1
48
‐
４
６
６
６

問
合
せ

問
合
せ

広報やまがの年間購読の申込みを
受け付けます。親せきや知人で読み
たい人がいる場合にご利用ください。
年間購読料u2,000円(Ｈ21.4～Ｈ22.3)
申込期間u３月末まで
※申込み方法はお尋ねください。

…秘書課　1４３‐１１１２問合せ



・18歳以上で心身ともに健康な人
・目的を理解し、積極的に参加できる人
・長期間の活動ができる人
・受付、外来診療科への案内
・車いす利用の患者への介助
・絵画の展示、草取りなど
平日（月曜日～金曜日）
病院ボランティアとして活動する前にオリ

エンテーションや院内見学、簡単な面接を行
います。その後、正式に登録し活動を開始し
ていただきます。
・ボランティア保険への加入
（保険料は当院負担）
・無報酬での活動です
（交通費の支給もありません）

参加条件

活動内容

活動時間

面接・研修

その他

〈
有
料
広
告
〉

〈
有
料
広
告
〉

次
の
要
領
で
、
平
成
21
年
度
の
奨
学

金
の
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
資
格u

①
市
内
に
３
年
以
上
在
住
す
る
方
の
被

扶
養
者

②
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
修
学
が
困
難

な
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
こ
と

③
学
業
成
績
が
優
秀
で
あ
る
こ
と

④
日
本
学
生
支
援
機
構
そ
の
他
こ
れ
に

類
す
る
も
の
か
ら
奨
学
金
の
貸
与
ま

た
は
給
付
を
受
け
て
い
な
い
こ
と

貸
付
金
額u

★
高
校
お
よ
び
専
修
学
校
高
等
課
程

国
公
立
…
月
額
１
５
、
０
０
０
円

私
　
立
…
月
額
２
０
、
０
０
０
円

★
大
学
お
よ
び
専
修
学
校
専
門
課
程

月
額
３
０
、
０
０
０
円

返
還
方
法u

・
貸
付
終
了
後
半
年
間
据
え
置
き

・
貸
与
期
間
の
２
倍
以
内
の
期
間
で

返
還

受
付
期
間u

３
月
９
日
B
〜
４
月
10
日
F

…
教
育
総
務
課
　

1
43
‐
１
６
３
８

市
で
は
、
平
成
21
年
度
の
臨
時
・
非

常
勤
職
員
登
録
者
を
次
の
と
お
り
募
集

し
ま
す
。

職
種
・
要
件u

①
事
務
補
助
（
高
校
卒
業
程
度
で
パ

ソ
コ
ン
の
ワ
ー
ド
、
エ
ク
セ
ル
操
作

が
で
き
る
人)

②
保
育
士
③
幼
稚
園

教
諭
④
看
護
師
⑤
保
健
師
⑥
助
産
師

⑦
管
理
栄
養
士(

栄
養
士)

⑧
調
理
員

⑨
介
護
支
援
専
門
員
⑩
司
書
⑪
学
校

業
務
に
関
す
る
補
助
員

※
②
〜
⑩
は
要
資
格
免
許

※
⑪
は
業
務
内
容
で
資
格
免
許
等
が
異

な
り
ま
す
（
業
務
内
容
の
お
尋
ね
は

学
校
教
育
課
1
43
‐
１
３
９
１
へ)

⑫
代
替
職
員(

保
育
士
、
調
理
員)

職
員
の
病
休
等
に
よ
る
代
替
職
員
と

し
て
月
10
日
程
度
勤
務
で
き
る
人

就
労
時
間u

○
臨
時
職
員
…
週
40
時
間
以
内
勤
務

最
長
５
か
月

○
非
常
勤
職
員
…
週
30
時
間
以
内
勤
務

最
長
１
年

・
短
期
事
業
や
欠
員
の
補
充
等
に
よ
り

必
要
と
な
っ
た
場
合
、
担
当
課
か
ら

連
絡
し
ま
す
。(

年
度
途
中
に
連
絡

す
る
場
合
も
あ
り
ま
す)

受
付
期
間u

随
時
受
付(

土
日
、
祝
日

を
除
く
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時)

申
込
方
法u

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事
項
記
入
の

う
え
、
市
役
所
職
員
課
へ
郵
送
ま
た

は
持
参
く
だ
さ
い
。
な
お
提
出
さ
れ

た
履
歴
書
は
返
還
で
き
ま
せ
ん
。

…
職
員
課
　

1
43
‐
１
１
１
３

市立病院では、平成９年度より地域ボランティアの方々の協
力によりサマーコンサートなどの行事を行っています。さらに
活動内容を拡大して新たにボランティア活動をスタートするた
めに、活動できる方を随時募集しています。短い時間や、空い
ている日で結構です。興味のある方は、お気軽にご連絡くださ
い。グループでの参加も歓迎します。
※｢病院ボランティア｣とは、病院内で医師・看護師等の職員と
協力して患者の方がよりよい状態のもとで安心して治療を受
けていただけるように、無報酬で奉仕する
人のことです。病院に来られる患者の方や
家族の不安や心配を、少しでも和らげたい
という気持ちを、病院ボランティアの原点
と考えています。

…市立病院(担当：竹下）
1４４‐２１８５（内線７３３）

申
込
・
問
合
せ

申
込
・
問
合
せ

日
時u

２
月
22
日
A
午
前
９
時
開
会

場
所u

岩
原
古
墳
群
内(

鹿
央
町
岩
原)

参
加
資
格u

熊
本
県
子
ど
も
会
安
全
会

に
加
入
し
て
い
る
小
学
生

申
込
締
切u

２
月
10
日
C

※
雨
天
時
は
、
鹿
央
公
民
館
で
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
大
会

※
豚
汁
無
料
配
布(

雨
天
時
も
あ
り)

…
市
教
育
委
員
会
鹿
央
分
室

1
36
‐
２
１
８
３

申
込
・
問
合
せ

申込・問合せ

県
内
で
新
た
に
農
業
を
担
う
方
々
が

基
礎
的
な
農
業
技
術
を
学
ぶ
た
め
の
研

修
で
す
。

【
実
践
コ
ー
ス
】(

概
ね
63
歳
ま
で
）

対
象
者u

農
業
を
始
め
て
間
も
な
い
方

や
、
１
〜
２
年
以
内
に
農
業

を
始
め
よ
う
と
す
る
方
で
、
本

格
的
な
農
業
を
目
指
す
方

募
集
人
員u

30
人

内
容u

①
野
菜
・
米
麦
栽
培
等
に
関
す
る
基
礎

技
術
の
講
義
お
よ
び
実
習

②
営
農
計
画
方
法
、
農
業
機
械
、
農
産

物
流
通
、
農
地
制
度
、
農
業
金
融
制

度
、
農
業
簿
記
、
農
産
物
加
工
等
お

よ
び
、
先
進
事
例
研
修

③
農
家
派
遣
実
習

【
基
礎
コ
ー
ス
】(

概
ね
63
歳
ま
で
）

対
象
者u

３
〜
４
年
後
に
就
農
予
定
の

方
で
、
農
業
で
収
入
を
得
よ

う
と
す
る
方

募
集
人
員u

15
人

内
容u

①
野
菜
栽
培
等
に
関
す
る
基
礎
技
術
の

講
義
お
よ
び
実
習

【
受
講
案
内
】

研
修
期
間u

４
月
13
日
B

〜
12
月
11
日
F

※
研
修
日
時
な
ど
詳
し
く
は
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

受
講
料u

無
料

(

教
科
書
代
等
は
実
費
負
担)

募
集
締
切u

２
月
20
日
F

応
募
方
法u

所
定
の
受
講
願
書
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た
は
持
参

選
考
方
法u

書
類
審
査
の
う
え
面
接

…
県
立
農
業
大
学
校
（
研
修
部
）

〒
８
６
１
‐
１
１
１
３

合
志
市
栄
３
８
０
５

1
096
‐
248
‐
１
１
８
８

申
込
・
問
合
せ

山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
生

活
福
祉
資
金
（
修
学
資
金
）
貸
付
の
申

込
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
世
帯u

一
定
の
所
得
額
以
下
で
あ

っ
て
、
日
本
学
生
支
援
機
構
や
県
・

市
奨
学
金
、
母
子
・
寡
婦
福
祉
金
か

ら
の
借
入
が
困
難
な
方
。

※
所
得
・
世
帯
状
況
に
よ
っ
て
は
、
対

象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

貸
付
限
度
額u

★
修
学
費

高
校
　
　
　
月
額
３
万
５
千
円
以
内

高
専
・
短
大
月
額
　
　
６
万
円
以
内

大
学
　
　
　
月
額
６
万
５
千
円
以
内

★
修
学
支
度
費

月
額
　
　
50
万
円
以
内

利
子u

無
利
子

受
付u

年
間
随
時

※
修
学
支
度
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
２

月
上
旬
ま
で
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

…
山
鹿
市
社
会
福
祉
協
議
会

山
鹿
支
所
　
1
43
‐
１
１
３
４

鹿
北
支
所
　
1
32
‐
２
６
９
６

菊
鹿
支
所
　
1
48
‐
５
０
６
０

鹿
本
支
所
　
1
46
‐
２
２
０
６

鹿
央
支
所
　
1
36
‐
３
８
１
１

申
込
・
問
合
せ

▲クラブの代表が受け取り
ました

山鹿植木幼年婦人防火委員会（末松正博会長）は、12月８
日、宝くじ助成金により購入した鼓笛セットを、菊鹿中央保
育園幼年消防クラブ(39人）に寄付しました。
これは、民間防火組織等の育成強化や、災害に強い安全な

地域づくりを推進することを目的に行われているもので、管
内で８団体目の交付。今後は火災予防のためのパレードや消
防フェスティバルなどで活用してくれるでしょう。

問合せ…山鹿植木広域消防本部　143－1194 ▲寄付されたマーチング衣装など▲配備された軽可搬消防ポンプと救急蘇生訓練資機材一式

山鹿植木広域消防本部では、このほど(財)日本消防協会が
行う「女性消防隊による安全で災害に強い地域づくり推進事
業」の助成を受けて、軽可搬消防ポンプ及び救急蘇生訓練資
機材一式を購入し、山鹿回生病院婦人消防隊に配備しました。
これは、同婦人消防隊の日頃の地域防災活動が評価され、

同協会が(財)自治総合センター「宝くじ普及広報事業」の助
成金を財源として、女性消防隊の育成強化のために実施して
いるものです。問合せ…山鹿植木広域消防本部　143－1194



工事名 工事場所 落札業者 落札額(円)

12/９
12/９
12/９
12/９
12/９
12/９
12/24
12/24
12/24

平成20年度　十三部開田線配水管布設工事
平成20年度　中村水源地場内整備工事
都市計画道路西中町泉町線道路整備工事
裏雨屋小路線（市道259号）道路整備工事
平成20年度　菊鹿東部2期地区幹線１号（その３）工事
平成20年度　菊鹿東部2期地区幹線５号工事
平成20年度　日置神社線配水管布設替工事
来民小学校下水道切替工事
野田目頭首工改修工事（維持管理適正化事業28期生）

方保田地内
古閑地内
山鹿地内
山鹿地内
菊鹿町宮原地内
菊鹿町宮原地内
方保田地内
鹿本町御宇田地内
鹿本町高橋地内

2野田設備工業
2真公建設
1青木工務店
2岩下産業
2吉里建設
2丸善建設
日創立花1

2東総合設備
2古澤建設

6,268,500
13,986,000
45,549,000
10,634,400
23,205,000
23,677,500
8,977,500
9,397,500
5,439,000

※落札価格500万円以上の工事を掲載（落札額は消費税を含む） …本庁総務課監理検査室　143ｰ1118

入札日

問合せ

開催日 行　事　名 時間 料金

日中

午後
夜間
夜間
日中
夜間
日中

夜間

夜間

午後

夜間

日中

夜間

午前

夜間
日中
夜間

午後

夜間
夜間
日中
夜間

有料

関係者
関係者
有料
無料
有料
－

有料

有料

有料

有料

有料

関係者

関係者

有料
関係者
有料

無料

関係者
有料
無料
有料

１日A

２日B

６日F

７日G

12日E

13日F

14日G

15日A

16日B

19日E

20日F

21日G

22日A

23日B

27日F

28日G

八千代座・冬の映写会
「大江戸五人男」「銭形平次捕物控」他
山鹿中学校２年生立志式
八千代座狂言教室
山鹿風情物語
「早ね・あいさつ・朝ごはん」運動推進大会
山鹿風情物語
休館日（日中のみ）
ロバの音楽座「らくがきブビビのコ
ンサート」
山鹿風情物語
現代狂言3
‐狂言とコントが結婚したら‐
山鹿風情物語
松島みず代・谷川天龍ジョイントコ
ンサート
八千代座狂言教室
平成21年度第２回花キューピット協同
組合ブロック支部役員ミーティング
山鹿風情物語
八千代座子どもカブキ教室リハーサル
八千代座狂言教室
平成20年度八千代座子どもカブキ教
室発表会
八千代座狂言教室
山鹿風情物語
男女共同参画フォーラムinやまが
山鹿風情物語

＊主催者の都合により時間や内容など変更になる場合があります。
なお、各催しのチケット・主催者などの問合わせは、八千代座
までどうぞ（1４４‐４００４）

k
期間u２月１日A～15日Aまで

k

期間u２月16日B～28日Gまで
古遊館(下町） 1４４‐６４０３
時間u10：00～17：00 （水曜定休）

日
時u

２
月
12
日
E

午
後
７
時

場
所u

法
事
の
館
　
夢
想
庵

テ
ー
マu

「
認
知
症
」
っ
て
？

講
師u

山
鹿
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

山
本
雅
也
　
氏

認
知
症
の
人
と
家
族
の
会
熊
本
事
務
局

堀
　
　
統
　
氏

会
費u

500
円

※
お
預
か
り
し
葬
祭
支
援
費
に
し
ま
す
。

…
法
事
の
館
　
夢
想
庵

1
43
‐
２
２
１
１

問
合
せ

パスタ＆ギャラリーポポロ（鹿校通）1４４‐４８３５
時間u11：30～21：00（日曜定休）

k
風景、静物など油彩、水彩を主体に絵にしました
期間u２月２日B～14日Gまで

k

平小城の自然や小川の流れる風景など写真を通して表
現しました
期間u２月16日B～28日Gまで
（最終日はそれぞれ15：00まで）

１日A

８日A

11日-

15日A

22日A

日（曜） 診療時間：午前９時～午後５時２
月
の
休
日
在
宅
当
番
医

お
よ
び
当
番
薬
局

＊都合により変更になる場合があります。（鹿本郡市医師会）＊営業時間が異なる薬局がありますので、詳しくはお尋ねください。

横手医院／後藤整形外科医院／幸村医院
うちだ内科医院/山鹿整形脳神経リハビリテーション谷産婦人科医院
平井藤岡医院／前原耳鼻咽喉科医院
山鹿中央病院／たなか眼科医院
坂本医院／佐藤クリニック

営業時間：午前９時～午後５時

岩下薬局
岩下薬局
グリーンファーマシー／まつ薬局
岩下薬局
岩下薬局

国
立
劇
場
講
師
の
中
村
又
蔵
先
生
の

指
導
の
も
と
練
習
し
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
見
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
時u

２
月
22
日
A
午
後
１
時
〜

場
所u

八
千
代
座

演
目u

「
三
人
吉
三
」

「
白
波
五
人
男
」

入
場
料u

無
料

…
山
鹿
市
民
カ
ブ
キ
の
会

1
０
９
０
‐
２
５
０
１
‐
７
２
５
１

日
時u

２
月
12
日
E

開
演
午
後
７
時

場
所u

八
千
代
座

内
容u

中
世
ル
ネ
サ
ン
ス
の
古
楽
器
や

空
想
楽
器
に
よ
り
、
子
ど
も
た

ち
の
た
め
に
心
温
ま
る
音
の
世

界
を
創
造
し
ま
す
。

※
「
ロ
バ
の
音
楽
座
」
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

「
か
ら
だ
で
あ
そ
ぼ
」
や
「
お
か
あ

さ
ん
と
い
っ
し
ょ
」
な
ど
で
、
活

躍
を
し
て
い
ま
す
。

入
場
料u

会
員
は
無
料
（
入
会
随
時
）

…
や
ま
が
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５

問
合
せ

日
時u

２
月
15
日
A
受
付
午
前
10
時
〜

場
所u

山
鹿
市
中
央
公
民
館

内
容u

年
齢
に
応
じ
た
遊
び
を
研
究
し

て
い
る
「
あ
そ
び
環
境
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

九
州
ポ
ケ
ッ
ト
ポ
ケ
ッ
ト
」
の
進
行
の

も
と
、
身
近
な
物
を
使
っ
て
遊
び
ま
す
。

入
場
料u

無
料

募
集
人
員u

４
歳
以
下
の
幼
児
の
親
子

20
組
（
要
事
前
申
込
）

※
当
日
受
付
は
あ
り
ま
せ
ん
。

…
や
ま
が
子
ど
も
劇
場

1
44
‐
６
３
７
５

申
込
・
問
合
せ

こ
の
講
座
は
本
市
の
優
れ
た
歴
史

的
・
文
化
的
遺
産
な
ど
郷
土
の
魅
力

を
楽
し
く
勉
強
す
る
も
の
で
す
。

日
時u

３
月
16
日
B
〜
17
日
C

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

（
昼
食
は
各
自
持
参
）

場
所u

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

募
集
人
員u

20
人

申
込
締
切u

３
月
10
日
C

…
山
鹿
市
地
域
振
興
公
社

1
43
‐
０
１
１
１

申
込
・
問
合
せ

問
合
せ

現代狂言33
２月14日G午後２時開演（開場１時半）

現代狂言とは？
お笑いの世界でリーダーシップをとっている南原

清隆と、九世野村万蔵率いる萬狂言がタッグを組み、
古典と現代のコラボレーションによる「現代狂言」
は、21世紀の新しい笑いを探求しています。
現代をテーマにした現代語による現代の笑い、狂

言という様式美の笑いをご覧ください。

狂言と
コント

が結婚
したら

古民家　百花堂（上町）1０８０‐６４２６‐４５１９
時間u11：00～17：00

k
期間u２月10日C～３月９日Bまで

◆寄附お礼（山鹿市に）◆
オムロンリレーアンドデバイス株式会社（杉）
福祉事業推進のために　木製いす　15脚



R応募時に３歳までのお子さんを募集しています。
掲載ご希望の方は、写真とメッセージ、住所、
氏名、生年月日を書いて、市役所秘書課へ郵送
またはご持参ください。

 

 

（H18.12.６生れ）
鹿校通（山鹿）

Qじい・ばあからのメッセージ
すくすく育て紗英ちゃん！
すてきな笑顔をありがとう。

Qパパ・ママからのメッセージ
最近、笑顔が増えてきた真生。
すくすく元気な子に育って
ね！！

（H20.11.３生れ）
下内田（菊鹿）

問合せ

心と体はとても仲良しです。ストレスを感じている
と肩が凝ったり、胃が痛くなったり、また食欲が増す
こともあるでしょう。何かとストレスがたまる現代社
会、心や体への気配りを上手にしていきたいものです。
ストレスが原因でイライラする、寂しくなる、やる

気が出ない、不安になる・・こうした心の症状に加え、
血行が悪くなり肩が凝る、目が疲れる、腰が痛いとい
った体の症状が出てくることがあります。
ストレスはためない事が大事です。そのためには、

まず物事を前向きにとらえるようにしましょう。悲観
的な捕らえ方をする事でストレスを強く感じ、同時に
ストレスをためてしまう事になります。「何でこんな事
で怒られるのだろう、嫌だな～」と思うよりも「ささ
いな事でも不満を感じさせてしまう事は良くないので、

（H14.６.１生れ）

（H17.７.９生れ）

（H20.６.10生れ）
山鹿（山鹿）

Qパパ・ママからのメッセージ
３人仲良く、すくすく育ってね。
一緒に笑顔で過ごそうね！

赤ちゃんの行事には母子健康手帳が必要です。
忘れずにご持参ください。

幸の国健康温泉館「ゆ～かむ」
営業時間
午前10時～午後10時
（プール・ジムは午後９時半まで）
休館日 毎週木曜日
1４２‐５１００

以後気をつけよう」と思った方がストレスはたまりに
くいのではないでしょうか。
次にストレスを受けた心や体をリラックスさせるよ

うにします。香りの有効成分が働きかけて癒やす「ア
ロマセラピー」や、気の流れを正常に戻す事で体を元
気にする「つぼ押し」などがあります。
その他にも、趣味を楽しむ事や好きな音楽を聴くな

どのリラックスしている時間が、ストレス解消のため
にも大切な時間となります。最近では癒やし効果をう
たった各種の香りや入浴剤なども豊富に揃っています。
ゆ～かむでは、ローズやハーブミントなどの薬湯も

日替わりで楽しんでいただけます。プールやトレーニ
ングジムでいい汗かいて体をリフレッシュ、温泉で薬湯
につかって心をリフレッシュしてみてはいかがですか。

日時u２月２日B 山鹿・菊鹿　２月９日B 山鹿・鹿北
２月16日B 山鹿・鹿本　２月23日B 山鹿・鹿央

受付時間u鹿本　13：30～15：00
山鹿　13：30～　（受付13：20～）
鹿北・菊鹿・鹿央　９：30～11：00

場所u山　鹿→山鹿健康福祉センター
鹿　北→鹿北老人福祉センター
菊　鹿→菊鹿健康福祉センター「ひまわり館」
鹿　本→鹿本生涯学習・健康センター「ひだまり」
鹿　央→鹿央多目的研修センター

日時u２月２日B 菊鹿　　　　２月９日B 山鹿・鹿北
２月16日B 鹿本　　　　２月23日B 鹿央

受付時間u９：30～11：00
場所u母子健康手帳交付と同じ

k
＊３～４か月児健診（20年10月生）
日時u２月17日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央

＊７～８か月児健診（20年６月生）
日時u２月24日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿・鹿北・鹿央

＊１歳６か月児健診（19年６月生）
日時u２月３日C 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区を除く）・鹿北・鹿央

＊３歳児健診（17年10月生）
日時u２月20日F 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区を除く）・鹿北・鹿央

k
＊乳児健診（20年６月・10月生）
日時u２月10日C 13：30～14：00受付
対象u鹿本・菊鹿

＊１歳６か月児健診（19年６月生）
日時u２月25日D 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区）・鹿本・菊鹿

＊３歳児健診（17年10月生）
日時u２月26日E 13：30～14：00受付
対象u山鹿（大道校区）・鹿本・菊鹿

お問い合わせは、お住まいの地域の保健師まで
・山鹿市役所健康増進課
（健康福祉センター内） 1４３‐００５０
・鹿北総合支所市民福祉課　　1３２‐３１１１
・菊鹿総合支所市民福祉課　　1４８‐３１１１
・鹿本総合支所市民福祉課　　1４６‐３１１２
・鹿央総合支所市民福祉課　　1３６‐３１１４

19歳以上の方に、嘱託員を通じて健診の調査票をお届け
しています。調査票は、同封の返信用封筒で郵送、もしく
は直接提出してください。
申込みをした方に、健診２週間程度前に案内状をお届け
します。
各種健診については、案内文を参考にし、自分の体調を
管理する上でも申込みをお願いします。（２月末まで）

…健康増進課　1４３‐００５０問合せ・申込

「アンパンマンのエキス」。これは、お子さんを
小児がんで亡くしたお母さんが、その死後、お礼の
意味を込めて献血に訪れ、献血ルームのメッセージ
ノートに書かれたものに端を発します。
血液を毎日待っている人がいるということを真摯

に私たちに訴えかけているとともに、命を救ってく
れた血液、献血者の方々に精一杯のありがとうの言
葉を送られています。（※全文掲載）
私の長男は小児がんです。10か月の闘病生活の末、
亡くなってしまいました。その間、皆さまの献血の
おかげで安心して治療を受ける事ができました。本
当にありがとうございます。
あの子は輸血されると元気になることを知ってい

て「アンパンマンのエキスだ～」と言っていました。
一時は毎日のように輸血させていただきました。輸
血が必要な時「今足りないので待っていてください」

と言われ、祈るような思いで待っていたこともあり
ました。届いたときは、本当にうれしかったです。
献血していただいた皆さまになんとお礼を言ったら
いいのか。
ありがとう！ありがとう！
医療スタッフと皆さまのおかげで生きながらえる

事ができてどんなに《ありがとう》を言っても足り
ません。今でも病院では、多くの子どもたちが輸血
を待っています。これからも献血をお願いします。
もちろん、私も行きます。
子どもたちの笑顔が消えませんようにと祈ってい

ます。
ｂｙりょうすけ大好きよ
このような病気と闘う子どもたちが待っている血

液を、皆さまの温かい献血（きもち）で少しでも助
けてあげられるようにご協力お願いします。

献血者が減少しがちな冬期は、輸血用の血液不足
が起きやすい季節です。
このため、県では１～２月の２か月間、成人式を

迎える「はたち」の若者を中心に多くの県民の皆さ
まに献血の呼びかけを行っています。
あなたの元気を、おすそ分けください。

申申
込込
みみ
はは

おお
早早
めめ
にに
！！



あ
じ
さ
ゐ
短
歌
会

落
日
の
光
り
の
帯
に
泳
ぐ
孫
の
姿
定
ま
ら
ず

ワ
イ
キ
キ
の
浜
　
　
　
　
　
　
関
　
ケ
イ
子

正
月
の
二
日
三
日
は
小
春
日
和
昆
虫
の
眠
り

を
覚
ま
す
が
ご
と
し
　
　
　
　
横
尾
　
ト
シ

小
雪
舞
ふ
元
旦
里
の
氏
神
へ
か
し
わ
手
打
て

ば
音
吸
は
れ
け
り
　
　
　
　
　
野
口
　
暉
夫

鹿
本
短
歌
会
　
十
二
月
例
会

晩
秋
の
日
差
し
恋
ほ
し
み
縁
側
に
干
柿
吊
り

て
今
日
を
終
り
ぬ
　
　
　
　
　
平
野
　
良
子

硝
子
戸
の
向
か
ふ
に
写
る
分
身
に
わ
づ
ら
ひ

負
は
せ
わ
れ
勢
ひ
た
つ
　
　
　
立
山

明

さ
な
が
ら
に
未
明
の
空
を
這
ひ
登
る
き
ら
ら

北
斗
に
動
悸
し
て
ゐ
つ
　
　
　
柴
田
　
秀
樹

菊
鹿
短
歌
会
　
十
二
月
作
品

深
露
に
埋
も
れ
て
な
ほ
も
咲
き
つ
づ
く
青
極

ま
り
し
露
草
の
花
　
　
　
　
　
中
原
　
英
子

道
南
の
旅
よ
り
帰
り
し
夫
の
靴
仕
舞
ひ
つ
つ

ま
づ
夜
景
訊
ぬ
る
　
　
　
　
井
手
上
い
つ
子

朝
明
け
は
寒
気
に
み
ち
て
澄
み
わ
た
り
西
の

彼
方
に
白
き
月
か
げ
　
　
　
　
富
田
　
龍
子

山
鹿
短
歌
会

一
月
例
会

安
永
蕗
子
選
・
監
修

突
然
の
夕
立
に
会
ふ
百
日
紅
逃
げ
惑
ふ
如
花

房
揺
れ
る
　
　
　
　
　
　
　
　
渡
辺
　
和
代

尾
を
垂
れ
て
何
処
へ
行
く
か
白
き
犬
し
ば
し

止
ま
り
て
青
き
空
見
る
　
　
　
荒
木
　
光
子

雲
行
き
の
明
る
く
な
り
し
空
あ
を
ぐ
小
鳥
よ

濡
れ
て
い
づ
べ
に
ゆ
く
か
　
　
池
田
依
維
子

鹿
央
短
歌
会
　
十
二
月
作
品

腸
病
み
て
梅
干
し
ひ
と
つ
粥
に
置
く
日
の
丸

弁
当
と
い
ひ
し
戦
時
下
　
　
　
立
山
　
メ
子

夕
空
に
照
る
月
満
ち
て
燦
々
と
吹
く
風
ひ
ん

や
り
秋
深
み
ゆ
く
　
　
　
　
　
木
下
志
摩
子

荘
厳
な
御
堂
に
ひ
び
く
経
の
声
朝
の
勤
行
西

本
願
寺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
下
　
精
子

鹿
本
俳
句
教
室
　
十
二
月
例
会

利
光
釈
郎
選

短
日
や
乾
き
き
ら
な
い
濯
ぎ
物
　
　
　
　
　
　

戒
田
喜
久
子

し
の
び
寄
る
ご
と
く
降
り
出
す
冬
の
雨
　
　
　

坂
本
　
礼
子
　

リ
ハ
ビ
リ
の
膝
に
重
た
き
冬
の
雨
　
　
　
　
　

小
原
　
洋
子

山
鹿
俳
句
会

十
二
月
例
会

岩
岡
中
正
選

婿
殿
の
た
て
て
く
れ
た
る
柚
子
湯
か
な
　
　
　

宇
野
　
　
剛

障
子
し
め
庭
の
紅
葉
感
じ
を
り
　
　
　
　
　
　

森
川
　
幸
恵

大
霜
に
ひ
れ
伏
し
て
ゐ
る
畑
の
芋
　
　
　
　
　

小
南
や
ち
よ

菊
鹿
銀
河
俳
句
会

ぬ
く
も
り
の
残
る
消
壷
冬
銀
河
　
　
　
　
　
　

吉
里
千
鶴
子

境
内
に
人
の
溢
る
る
初
詣

内
古
閑
ひ
と
み
　

わ
ん
ぱ
く
も
す
で
に
青
年
屠
蘇
を
享う

く
　
　
　

酒
井
　
睦
美

タ
ッ
プ
俳
句
教
室
　
　
　

霜
寝
か
す
葉
っ
ぱ
の
絨
毯
敷
き
つ
め
て
　
　
　

村
上
　
真
一

窓
越
し
に
見
え
る
粉
雪
子
ら
の
声
　
　
　
　
　

大
園
美
奈
子
　

暗
闇
に
色
と
り
ど
り
の
光
る
芸
　
　
　
　
　
　

富
士
木
勇
人

肥
後
狂
句
や
ま
が
会

十
二
月
例
会

坂
田
土
常
選

身
に
し
み
る
　
姑
の
残
し
た
あ
の
言
葉
　
　
　

古
庄
　
敬
子

身
に
し
み
る
　
慣
れ
ぬ
鰥
夫
や
も
め

の
や
る
せ
な
さ
　

冨
田
　
土
管

運
任
せ
　
下
手
な
漕
ぎ
手
の
日
本
丸
　
　
　
　

小
水
流
繁
富

待
っ
た
無
し
　
振
り
込
め
詐
欺
の
名
演
技
　
　

落
合
　
万
吉

身
に
し
み
る
　
銭
の
多
寡
で
は
無
ァ
情
け
　
　

長
瀬
　
狂
介

新
谷
信
之
選

早
ァ
も
ん
　
添
い
寝
し
た
孫
区
間
賞
　
　
　
　

岡
山
　
お
筆

早
ァ
も
ん
　
喧
嘩
相
手
も
米
寿
過
ぎ
　
　
　
　

大
村
　
輪
子

頭
ン
痛
い
　
金
の
成
る
木
の
き
ゃ
ァ
枯
れ
た
　

宮
本
て
つ
哉

早
ァ
も
ん
　
記
念
樹
で
花
見
の
出
来
る
　
　
　

松
井
　
爆
笑

身
に
し
み
る
　
主
権
国
家
じ
ゃ
無
ァ
ご
た
る
　

有
働
　
知
遊

河
鹿
会
　
肥
後
狂
句

十
二
月
例
会
　
　

森
山
旬
彩
選

勿
体
無
ァ
　
飢
餓
の
国
に
は
見
せ
ら
れ
ん
　
　

古
田
千
万
歩

勿
体
無
ァ
　
嫁
入
り
道
具
も
粗
大
ゴ
ミ

荒
平
　
　
峠

あ
れ
ッ
　
振
り
込
め
詐
欺
じ
ゃ
な
か
ろ
う
か
　

伊
藤
　
　
元

◆およろこび◆

山　鹿　井上　幸晴さんQ黒田由紀子さん
手島雄一郎さんQ立田　　彩さん
井手　晴久さんQ大野由美子さん
又吉　　健さんQ徳重美由紀さん
西川　文人さんQ都留祐生子さん
大谷　　梓さんQ緒方　彩乃さん

三　岳　楠野　寛康さんQ中道多可子さん
古家　淳宏さんQ日永　治美さん
中尾　彰吾さんQ坂田　加奈さん

大　道 竹熊　祐一さんQ古庄　加奈さん
益崎　敏生さんQ 田ちあきさん

米野岳 古田　好紀さんQ川 知恵美さん
山　内 竹口　悦史さんQ森　久美子さん

◆うぶごえ◆

山　鹿　荒木　翔吾
しょうご

さん　稗島　詩乃
し の

さん
牛島りょうさん　芳川　　凪

なぎ

さん
今井　裕貴

ゆ う き

さん　野中まりやさん
前田　　凛

りん

さん
米　田 安永　愛悠

い と は

さん　中嶋　大湖
だ い ご

さん
八　幡 山下　明陽

あきひろ

さん　藤森　夕稀
ゆ き

さん
田代　　妃

さき

さん
三　玉　山下　紫織

し お り

さん　長迫　　昇
しょう

さん
大　道 大古閑佳輝

よしあき

さん　貝川　　
れん

さん
船津　和奏

わ か な

さん　松尾　柚希
ゆ ず き

さん

岩　野 野中優美華
ゆ み か

さん　廣松　優花
ゆ う か

さん
広　見 吉本　惺空

し ず く

さん

内　田 冨田　憐央
れ お

さん　冨田　藍央
ら お

さん
児玉　麗王

れ お

さん

来　民 井上　裕理
ゆ う り

さん
中　富　仲島　朱鷺

と き

さん

米野岳 井出　楓我
ふ う が

さん
山　内 森　　白羽

ふ わ

さん

◆おくやみ◆

山　鹿　落合榮之助さん(84) 原田　淳子さん(83)
多田隈利行さん(68) 戸次　茂次さん(67)
岩永カズ子さん(70) 杉本　武之さん(84)
三谷　正光さん(75) 今田　　護さん(91)
木　正次さん(75) 本多スズ子さん(87)

中路　トヨさん(91) 木庭　芳子さん(91)
小柳リツ子さん(75)

米　田　上妻　孝治さん(60) 中嶋 七雄さん(100)
八　幡 田中　利美さん(87) 三森　通一さん(94)

長 ハツ子さん(93) 高山サツキさん(94)
花房ハジメさん(91)

平小城 中原　　浩さん(44)
三　岳　西田フサ子さん(87) 池部　藤雄さん(89)

永野　忠義さん(85)
三　玉　渕上ハルエさん(94) 中原雄一郎さん(35)

立山　辰正さん(80) 木庭　靜世さん(76)
大　道 橋本　良之さん(81) 古閑原ヨシエさん(88)

垂水　享子さん(50) 

岳　間　中満スミコさん(102)
岩　野　林　　　光さん(92) 野中美智代さん(89)

信國　竹男さん(91) 渡邊サジエさん(72)
本川ミユキさん(88)

広　見　村上　　静さん(89) 北原　博喜さん(92)

内　田 永田　　薫さん(99) 早田マチエさん(85)
児玉ミヨコさん(68) 原口　滋子さん(51) 

六　郷 丸イツコさん(87) 岩下不二枝さん(90)
平　　治敏さん(82) 

来　民 宮本　ツグさん(92) 田中　健一さん(86)
稲　田　益田　康親さん(80) 冨田　士正さん(72）

古庄　リツさん(94)
中　富　福島　善一さん(53) 富丸　兼浩さん(33）

山田　富男さん(78)

千　田 金森　　深さん(91) 三代　秀隆さん(80)
廣瀬　重人さん(89) 隈部ミチ子さん(65)
城　　花子さん(82) 前田　敏文さん(66)

米野岳 朝倉ナナ子さん(76) 松永ミツメさん(97)
有働　輝行さん(87)

山　内 前田　康光さん(84) 有働　憲之さん(89)
平山ムメオさん(98)

※12月中の届出受付分を掲載しています
便
利
な
市
街
地
循
環
バ
ス
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
！
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■人口と世帯

＊掲載の人名は、原則として新聞用語懇談会の取り決め
による漢字を使用しています（広聴広報係）

Q
一
月
は
「
行
く
」、
二
月
は
「
逃
げ
る
」、

三
月
は
「
去
る
」
と
言
い
ま
す
が
、
そ
の
言

葉
ど
お
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
一
月
が
終
わ

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

Q
こ
の
時
期
は
、
年
の
始
め
と
同
時
に
春
に

向
け
て
の
準
備
の
季
節
で
も
あ
り
、
低
温
・

低
湿
を
好
む
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
ィ
ル
ス
の

活
動
に
も
っ
と
も
適
し
た
季
節
で
も
あ
り
ま

す
。
風
邪
の
予
防
は
手
洗
と
う
が
い
か
ら
。

ウ
ィ
ル
ス
で
風
邪
な
ど
ひ
か
ず
厳
し
い
寒
さ

を
乗
り
切
っ
て
、
暖
か
い
春
を
迎
え
た
い
も

の
で
す
。

(

才)
S

寒
さ
が
つ
ら
い
季
節
で
す
が
、
通
勤
途
中
、

登
校
し
て
い
る
小
学
生
の
半
ズ
ボ
ン
姿
に
、

自
分
の
甘
さ
を
思
い
知
ら
さ
れ
る(

Ｋ)

で
す
。

S

こ
ん
な
寒
い
季
節
の
夜
に
開
催
さ
れ
る

「
灯
籠
浪
漫
百
華
百
彩
」
で
す
が
、
す
っ
か

り
冬
の
山
鹿
の
名
物
と
な
り
、
九
州
各
地
か

ら
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
竹
灯
り
の
数
も
毎
年
増
え
、
実
行
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
年
末
か
ら
竹
の
準
備
に

大
忙
し
だ
そ
う
で
す
。
華
や
か
な
祭
り
の
裏

に
は
、
た
い
へ
ん
な
苦
労
が
あ
る
の
だ
と
思

う
と
、
さ
ら
に
美
し
く
見
え
ま
す
。
皆
さ
ん

も
ぜ
ひ
一
度
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

(

Ｋ)

■編集発行
〒８６１‐０５９２
熊本県山鹿市役所
総務部秘書課
広聴広報係
10968‐43‐1112
50968‐44‐0373
（毎月１日・15日発行）

人口　　58,308（－68）
男　　27,569（－35）
女　　30,739（－33）
世帯数　21,039（－13）
12月末現在（前月末比）


